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緒雷

現今北海道に於ける森林の被害は多々あるも，共の主なるものとして，小霊轟と，野鼠による

被害を列卑し得べLo

前者はエゾマツ， トドマツ等の天然林木に寄生する守轟にして，共の被害600有飴高石，後者

は遺林木の害獣にして，年々被害面積 4，000飴町歩，金額叉教高固に建す。

以上は北海道に於ける周有林の被害なるも，御料林，地方費林，民有林等の被害を合す察、に於

ては，共の額買に驚くべきものあり。

北海道の森林は共の蓄も'(22億高石と稿せられ，共の面積叉会道の70%を占め，千古斧鈍の入ら

ざる欝蒼たる美林にして，帝岡現下の重要なる一大資源たるも，時局の進展は今や森林を大増伐

し，蓄積の激減は駆りて浩林事業の急:速なる護展を促すものあり。此時に営り，前記の如く野鼠に

依る被害年々数千町歩に及ぶは，木材生産保結上一大障碍たるは論を侠たざる虚なり。而も未だ的

確なる駆除法友きは，之れ全く其の繋荊力の旺盛なると，誼臆性の強大なるとに師せざるべからす言。

文献に依れば，明治19年i度島岡茅部，山越の雨郡に野Jlit多数繁殖し，農作物を喰害せり。

叉橋本 (1901)の報歩る慮に依れば明治34年天聴閤上]11，中川の南郡に野鼠繁殖し.農作物に

被害多かりしを以て，鼠チフス菌に依り艇除せりとO 明治37年頃よりは，浩林地の被害積出し，北海

道茨醸汽舶曾世々有林，渡島，石狩両国の地方費林，函館，札幌雨保線事務所管内の掛道防署林，

函館，倶知安，札幌の各営林区署管内の遺林地は共最たるものなりしと云ふ。

野鼠被害の顕著となりたるは，大TE年間の末期より昭和に及び，共の匡域全道の圏有林内遺林

地，地方費林内造林地，民有浩林地の全般に豆り，暴威を起しうするに至れり O

著者偶々北海道の森林保護に従事するとと10有能年，共の問時'鼠の臨除上重要なる生態的関係

と，之i亡闘聯して各種の臨除法を研究せる結果，最も有効趨切なる臨除法として康<!底用せらる L

彼のレエツフレル氏創始に係る細菌事的騨除法は，北海道斥野鼠エゾヤチネズミ (Clethrionomys‘

rufocanus bedfordiae)に封して共D効果なく，共の他各種臨除法もその紋陥を間明せり。而して新

に北海道I'C最適なる繋脅l的駆除法を考究して，之を宮地i乙臨用せる結果，所見の適1Etd:るを認めた

り。依って教に之を公表せんとすO

本研究に首り，北海道帝岡大事教授中村豊博士，同1~P批十博土，同犬飼哲夫博士，阿武田勝男

博士，北里研究所病理部長葛西勝繭博士，華北帝園大事助教授小倉喜{主失郎博士の諸氏には，絡始

懇切なる指導と多大なと便宜とを興へられたか主主に深厚なる謝意を去す。
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第一編 北海道固有林内造林地に於ける野鼠被害紙況

第ー章 北海道盟有林に於ける造林の浩草

北海道の森林制度は遠〈松前藩時代にあり，今を去る 250有能年.t!1lち，延賓6年江差に檎山奉

行を置き檎山郡厚津部川流域より天の川流域に至る間，普通人民の伐採を許さや，山師の出頭に封

してのみ伐採石敷，期限及運上金等を定めて，アスナロ.トドマツ，エゾマツ等の伐採を許可せり。

而して之れが牧入は藩の財源iたりしが取締り行回かや，檎l(jの如きは元職8年の大山火の矯め

に過宇焼失し，此の地方の山林漸く荒療に傾けるを以て，時の有司は之れを憂ひ，森林の増殖を闘

るに努む。即ち寛政11年，幕府は知内以来蝦夷地を直轄するに及び，享和元年共の器伐を禁じ文化

年聞に至り，規定の合舶役〔遺骨15税)の外. 100石に付，マツ，スギ， トドマツ，ハリギリ等の苗

木100本を函館山に続栽せしむ。

幕府は叉，函館近郷に苗岡を設け，スギ，ウルシ笥;の苗木を仕立て L之れを植栽し，且つ民聞

にも植栽せしめたり O

安政2年幕府の再び、北海道を直轄するや，函館谷地頭に御用t!I1なみものを作り，スギ，マツ等

の苗木を養成す。同5年には七重村(今の七飯村)に薬園を向き，各種の樹苗を仕立て叉奥羽地方

より，スギ其の他の苗木を購入し民聞に配布して之れを杭栽せしむ。弐で、画館近付の山間庭々に苗

木仕立所を設け，マツ，スギ，サクラ，カヘデの4種は，各村の路傍に，ウルシ，クワ，カウゾの

3種は同知iの畦昨誼に家屋の民国等11:組栽せしむ。営時稲山，江差地方を筒せる松前藩に於ても，

藩の事業として稲山附近の数箇所に，スギを植栽し且つ領内の民聞に植樹を勤奨せり。

明治4年に至り七重開墾場(後試験場と改む〕及び札幌試験場〔後育種場と改む〕に於て.苗

木を養成し，明治13年には札幌郡岡山に育種園を設け，函館支臨管内に於ては，明治12年函館区谷

地頭及び松前郡幅山町に種審場を設け，同13年更に爾志郡乙部付，寄都郡湯別村に種事場を設け官

林に移植し，或は民聞に梯下げたり。明治25年4月札幌地理課i氏出所内に苗i萌を開設せしも，後小

樽に移轄せり。之れ北海道園有料法林苗岡の晴矢とす。

明治27年度以降は浩林事業粕顕箸となり，共の浩林方針も荒駿せる保安林を第ーとし，順次供

用林に及ぼせり。樹種はトドマツ，カラマツ，調逸アカマツ，調逸クロマツ，積逸タウヒ，エゾマ

ツ， ドロノキ，ヤマナラシ，オェグルミ，白楊噌;にして，道南地方に限りスギ，ヒノキ，アカマツ

を植栽するとととせり。明治31年杢道橋要の地16ケ所に苗闘を設置し，同33年樹苗下付規定の下に
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無償下付を行ひ，遺林の勧誘奨闘に努む。同40年北海道森林整理の大綱成り，翌41年6月より之れ

が賓施を見たり。

共後第40帝闘議舎の協賛を舵て，改訂計重案を樹立し，研伐跡地共の他要浩林地に主主し誼林を

行ひ森林を整理せり。昭和2年以降10支臆管内に奨勘首l簡を設置し，北海道特殊の樹苗トドマツ，

エゾマツ，ヤチダモ，オェグルミ，イタヤ，ホ、ノキ，カバ学を養成し，之れを無償配布すると共

に以上の樹首を購入植栽せる者には， 50%以内の補助金を交附し，向/1符和8年度より耕地防風林浩

成奨岡J規定を制定し防風林の治成に封して補助金を交附するとと Lして以て今日に及ベり。

岡千f林に於ける造林は，初め札幌，1函館p 室蘭，棺山，倶知安の各皆林障害管内より開始せら

れ，明治の末期より大正の中期に及び，旭川，網走， jl!路の管林~署管内， ~たで帯債， f.Ii'.内，中頓

別，天醸，遠軒，野付牛，根安，浦河，持別の各管林阿.署管内に及び，共'D郁栽せられたる樹種は

40イ{徐種を童文へ， トドマツ，カラマヴ，ヱゾマツ，滴逸タウムオュグルミ，ヤチグモ.白楊，ニ

セアカシヤ，アカマツ，ヒペイタヤ，スギ，カシへナラ等にして共の造林面積 1，000町歩以上

のものを奉ぐれば，(但し明治2i年度より附手119年度に至る)，トドマツ 14，776町歩，カラマツ 12，249

町歩，エゾマツ 4，333町歩，満治タウヒ 1，931町歩，オェグルミ 1，651町歩，ヤチグモ1，463町歩，

円楊 1，055町歩等なり。

第=章野鼠被害蹴況

第一節野鼠被害地

野鼠は北海道各地の山野K棲息す。其種類略4種類なるも，棲息童文最も多くして，林木に大害

を興ふるはヱグヤチネズミ (Clethrionomysrufocanus bedfordiae)なりとす。(野副の種類に閲して

は，第二編に詳記す〕本種は膨軟軽霧の地を好む。従来北海道の造林は山火跡地に多く，植栽樹種

も前記の如<.カラマツ，調遁タウヒ，ヤチダモ苛;野鼠の晴好に趨する樹種なるを以て，殆E全造

林地に被害を受〈。今|附手/13年度より同9年度記至る 7ヶ年の野鼠の被害地を闘示すれば大略次の

如し。

以下本新1に月jふる統計材料を， 1附和3年度より同9年度の7ヶ年聞に止めたるは， flil和10年度

以降より野鼠の喰ヲ?を受け易きカラマツの植栽を極度に縮少し之れに代ふるに野鼠の喰Z与を受け

難きトドマツ，エゾマツを植栽せし篇め，共の謹林Hk況に著しき費化を来たしたるを以てなり。
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第=節 野鼠の喰害時期と被害地θ経過

北海道に於ける林木の野鼠に喰寄せらる L時期は，普通積雪期間にして， 12月上旬に始まり翌

年3月下旬に終る。晩春より初秋に至る期間にありでは，被害皆無にして他府懸の被害時期とは之

れを異にす。然れども稀に10月下旬乃至11月の上旬頃より被害の開始せらる Lととあり O 蓋し喰害

時期の積雲期聞に現はる Lは野鼠の活動ずる範囲制限せられ，食物を得るとと困難となるを以て林

木を喰容するに至るものとす。

主主林地が野鼠の被害を見るは髄栽直後に始まり共後数年間稽模するを常とす。然れ共叉弐の如

き場合あり。

1. 遁林地内に野鼠の棲息するとと少きか，或は植栽樹種がトドマツ又はエゾマツなる場合は

殆ど被害を見ざるととあり。

2. 普通10最年jう至主主10年経過せる遺林地には被害なきを常とするも，異常に野鼠の繁殖する

に及んで、は，斯かる樹齢に達せる林木と雛も喰害を受く。然れ共枯死するもの少し。但し屡

々喰害を受くるに於ては茜しく共の形貨を損す。

著者は積雪後林4くの喰書紋況を翻祭せり。即ち秋明野j誌の棲息地に3年生のカラマツ 6，ω0本

を植栽し 1月より 4月に至る 4ヶ月間各月 300本宛箇慮を具にして調査せり。共に共結果をと拳ぐ

れば，

月別
月

被害本政

72 

百分君事(%)

24 

2 107 お

日

田3 156 

264 4 

長IJち降雲後逸失喰寄せられ融雪迄櫨組せらる Lを翻る。

第三節被害樹栂

野鼠は何れの樹種を/1耳はす=喰容す。共の天諜生たると人工植栽たるとを選ばざるも，概して人

工植裁に係るもの L 被害多く，且つ樹陸に依り共D~嘗好度を異にす。従って同一棲息敢に於ても共

喰害の程度に甚しき相建造うり。今北海道に於ける1J要浩材、樹種たるカラマツ，ヤチダ毛，捕逸タウ

ヒ，トドマツ，エゾマツの6樹種に就て共の晴好の程度を示せば次の如しo

1. 前記5樹種の樹皮を粉砕し，之れを粉末として蕎萎粉に混合し， ~樹皮粉 0.05g，r寄姿粉1g) 

園子を作り之れを飼育せる野鼠に試食しむるに，共の晴好の度強きものより列記すれば失

の知し。カラマツ，ヤチダモ，濁逸タウヒ， トドマツ，エゾマツ。
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2. 次に上記5樹種の粉末混入の蕎委園子を，野鼠棲息地に1坪1個の割合を以て，各100個

宛を撒布し，翌日共の曳かれたる個数を調杏ーするに，最も多く曳かれしものより順次列記

せば次の如し。カラマツ，ヤチダモ，濁逸タウヒ， トドマツ，エゾマツ。

3. 昭和3年度より昭和9年度に至る 7ヶ年に於ける被害朕況を調査するに，最も被害の多き

はカラマツにして，ヤチダモ，調、週タウヒ之れに弐ぎ，トドマツ，ヱゾマツは茜だしく少し。

以上の如(，カラマツ，ヤチグモ，潤逸タウヒは最も野鼠の噌女子する樹極なるを以て，之れを

純栽せんとせば，野鼠の1~防髄除の寅施を必要とす。向トドマツ，エゾマツは前記 3 樹種に比し共

の喰害の程度微々たるを以て，現在の如く野鼠の棲息、移多なる時にありでは，遺林樹種として誼首

たるものと云ふべし。

第四節被害木の樹齢

野鼠の林木を11砲喰する欣況を見るに，多くは樹幹の樹皮，轍皮，及び形成屠の部分配一部或は

環状に喰寄し，進んでは根部，樹伎に及び遂に林木を枯死せしむるに至る。林木は一般に楠栽後数

年聞は最も良く喰寄せらる Lも，共の成長に伴ひ漸弐喰害の程度を械や。

今カラマツに就て植栽後の経過年数と，共の喰害;l!K況を示せば失の如し。

第 1表其の1 カラマツ皆林直箸別椋栽面積

(自昭和2左手至同9年，箪位町歩〕

替¥¥11-1臥よ署¥年¥¥時¥臨11昭和9年 1同 8年 同 7年 l同 6年|同 5年 l同 4年 l同 3年 1阿 2年

札 幌 一 一 10.50 20.16 一 22.00 41.07 

倶知安 一 一 一 一 21.00 27.66 34.29 3.34 

檎 山 一 一 一 22.75 6.00 3.80 5.50 

函 館 一 -ーー 一 16.CO 5.00 50.93 34.CO 19.50 

室 Sl 一 一 一 一 一 14.70 一 一

浦 河 一 一 一 一 15.0コ 3C.51 71.48 23，42 

旭 )11 8.45 一 一 25.63 28.60 90.34 [6.24 92.98 

ヲL 盟 一 一 5.叩 一 一 一

稚 内 一 一 一 一 63.31 67.87 18.58 

中頓別 一 一 一 1.5g 2.33 10.57 1.45 

主主 事E 一 16.(氾 23.84 54.40 39.23 39.81 

野付牛 一 3.99 5.日 0.27 10.03 73.01 90.91 38.10 

制 走 16.27 7.99 12.62 26.32 6.13 61.印 141.22 84.90 

?空 Jld 9.60 77.66 33.45 一 3.00 48.55 広).54 32.55 

帯 康 276.82 499.25 488.67 266.29 232.04 329.49 183.19 90.81 
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時よ~I 酬9 1F 1 同 8 干 l 同 7 年(同 6 年 l 同 5~1 同 4 年 l 同 3 年(同 2-
銀『 路 一 一 一 6.66 
根 室 94.67 32.23 57.71 50.53 69.19 

l日L 百十 '105.81 I位1.12I 449.85 

第 1表其の2 カラマツ営林医者別様栽面積

く自大正 2年至同 15~，単位町歩〉

23.(氾 39.57 
8フ.日 62.33 76.叩

952.23 907.24 579.84 

印私|同1444岡山内1JJ山町山34Jれ山同叱~2司気

;ト知;Ul :di 5出叩官:百百i:2:目;1[: 1引:1[1羽引引引1主円円;z百;j[1百引;1れ刊円[片閣1「F1百甘干ψ1;FF刊円1てで可オiて可オ午判:1;F何吋付1;F円何片件1て可可寸中吋i可オオヰffrF何lMt14:q:4111∞1j 

稚内

中頓別

港経

野付牛

網走

法別

帯慶

第 1表其の3 カラマツ営林匿署別植栽面積

〔自明治32年五同45年.車位田I歩)

:::: :: 

ト尚早\OO4q~t Fn142~!九年|lhhlF4Ul叫」昨年医院土
礼脱|吋叫付制11108.00138.161寸194ベ回目|州四1村吋 3，286.9
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lt出型刊併idよ唖坐型与唱帽割型|竺

:111111j j j11J J i 

中頓別
「
l

「!っ!っ
J

一

議事草

野手f牛

籾走

法別

帯康

銀'4 路

根室

第 2 表 其の 1 カラマツ野鼠被害面積表

(自昭和3年度ヨミ同9年度，単位町歩)

町一 3年度

昭和 4年度 昭和 5年度 昭和 6&ド度

区域l笈被害l枯死 区域|賓被害|枯死 極域 i賓被害i枯死 匝竣|賓被害 i枯死
昭和9年 一 一 一

」
同 8<年 一 一 一 -島-・島-・・回-‘ ー，司-

同 7年 一 一 .ー 一

4 
同 6&手 一 一 一一 47.01

--103.5927.22.9514196121.848 g 同 5年 ー 一 一 一
同 4年 一 36.52 

同 3年 204.48 11.87 7.C6 128疋iO 5.401 425河 102.32 日.臼 111.50: 47.87 

同 2年 166.69 26.74 10.41 87.03 9臼却251 49.25i 29目 19白

大正15年 割 4阻 15 33.39 19.03 

24414M  

301.34 18.09 

同 14年 201.171 33.叩 208.44 41.81 23.95 29.261 13.44 272.41 旬 .1j

d 
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繍三世
昭和 3年度 昭和 4年度 昭和 5年度|昭和 6 年度

区域!賓被害l枯死 医域|賓被害(枯死阪城|賓被害|枯死|風域l賓被害(枯死
大正13年 378.97 60.37 32.90 315.83 

M4 寸34印05ミI 描 即
32.25 8.14 342.70 27.92 10沃

同 12.年 1日.日 16.18 5.31 254.<ゆ 5.32， 283.36 21.24 8.26 328.52 15.05 2.74 

同 11年 48.00 3.07 0.83 195.c氾 0.40. 204.71 5.29 0.27 325.64 11.20 2.94 

同 1C年 41.(幻 4.36 0.04 9昭.52 10.89 0.60: 149.36 24.41 5.42 173.28 31.04 10.82， 

同 9年 15.0<コ 0.75 0.15 一 -- 3.50 0.03 一 3.50 0.04 
同 8年 100.(氾 5.0<コ 1αコ 一 0.12 0.01 1.00 一
同 7牟 一 0.20 一 25.70 0.77 0.29 

同 6年 5.00 0.03 一 一 一
同 5年 一 -ー 30.(わ 3.89 21.00 1.61 35.00 2.43 O.lE 

同 4年 9.(わ 一 9.00 0.63 9.∞ 0.39 0.03 9.00 0.38 0.02 
同 3年 17.00 一 1.42 一 28.61 5.22 0.05 

同 2年 ーー

明治45&ド 10∞! 0.10 0.05 7.0<コ 0.00 一 5.∞ 0.11 5.00 0.25 0.01 

同 44年 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
同 43年 .戸『 一 一 一 一 一
同 42年 10α〕 0.1O! 0.05 2.00 0.07 0.30 0.10 5αJ 0.45 

同 41年 一 一 一 一 一 1.00 0.22 

同 40年 一 一 一 一 一 一 一
同 39l手 一 一 一 一 一 一 一 一
同 a年 一 一 一 一 一 一 一
同 37牟 一 一 一 一 一 一 一 一
同 36年 一 一 一 一 一
同 35年 0.50 0.01 一 一 一 一 一
同 34年 一 一 一 一 一 一一ゴ

第 2表 其の2

認アトムfぷJdlょに;JJJJλLTJZ
皮ノ

?;;lJl oil μJ:ild1iil ii1;iii 
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ぽ11M*"7 年度 l-…l眼利 9
i風域|寅被害|枯死区域|貧被害|枯死民域(賞被害|枯死 植栽面碇

昭和6年 38.38 2.81 0.65 65.34 11.20 7.76 90.81 13.66 5.87 449.8E1 

同 5年 84.61 3.17 0.82 184.84 21.37 10.70 183.81 32.42 17.00 4280プ

同 4年 301.42 36.71 22.56 279.58 42.45 24.17 362.05 59.45 23.67 95223 d 
同 3年 325.71 23.19 6.57 401.86 61.20 21.25 381.36 85.12 19.28 叩7.241

同 2年 107.56 10.33 2.37 285.45 39.03 8.51 261.08 35.73 14.07 579.84 

大正15年 113.C6 0.90 126.76 23.65 2.14 113.16 7.70 2.55 

同 14年 114.46 10.1 1.10 103.55 25.33 5.97 127.64 18.40 6.69 420.041 

刷 13年 265.21 9.71 0.89 261.03 8.48 1.43 295.62 33.90 9.67 791.04 

同 12年 213.92 10.11 0.87 18543 30.32 1.89 17361 3084 6.50 926.95 

同 11年 349.17 34.26 10.54 302.22 21.59 3.51 224.70 30.58 2.49 回8.68

同 10年 45.∞ 9.53 2.60 27.01 1.09 0.07 1ぴ1.19 13.72 1.80 683.58 

同 9年 2.00 0.01 一 3.00 0.01 一 2.70 0.96 0.77 76.18 

同 8年 1.0:コ 0.01 一 20.50 3.84 0.77 29.35 0.43 0.04 418.7~ 

同 7年 25.70 0.26 一 25.70 0.25 0.04 一 一 { 

同 6&手 { 一 一 一 一 一 20.16 2.17 0.76 

同 5年 32.00 1.11 0.C6 21.01 5.23 O.叩 23.85 8.58 3.29 223.08 
， 

同 4年 14.CO 0.47 0.08 49.(お 8.89 0.90 8.93 2.95 0.44 169.32 

同 3年 一 一 一 6.0:コ 0.80 0.09 一 ~ 一 153.54 

悶 2年 一 一 一 31.76 1.16 0.13 -- { 日.1~

明治45&ド 5.CO 0.05 一 一 ー 一 113.33 

同 44年 一 一 一 一 一 96.08 

同 43年 一 一 一 一 一 一 204.7d 

同 42&手 5∞ 0.05 0.02 15.∞ 2.46 一 120.911 

同 41年 1.∞ 0.04 広100 12.85 一 一 一 108.00 

同 40年 一 一 一 一 一 一 一 65.04 

同 39年 一 一 ー- 一 一 一 一 7.76 

同 38年 一 一 一 一 一 一 一 一
同 37.年 一 7.(氾 0.92 0.14 一 一 -ー

同 36年 一 20.(氾 2.13 0.71 一 一 ー

同 35年 一 一 一 一 一
同 34年 一 一 一 一 一 一



第 3表其の 1 カラマツ植栽面積に封Tる野鼠被害面積百分率

(自昭和3年度至同6年度〉
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ヰγ稲川皮|昭和 4年度 lM5年度|昭 6 

区域|賓被害|枯死|阪域!賓被害|枯死廠域|賓被害!枯死|嵐域!貧被害!枯死

昭和9年 一 一 一 一 一 ← ← 

同 8年 一 一 一 一 一 一 一 一
同 7年 一 一 一 一 一 一 一
同 6!平 一 一 一 ← 10.45 0.88 0.42 

同 5年 一 一 24.20 6.32 5.36 33.16 4.43 2.92 

同 4年 一 3.84 0.07 0.05 22.53 4.71 3叩 38.57 14.561 8.74 

同 3年 22.54 1.97 0.78 14.17 1.15 0.60 46.93 11.28 6.23 56.91 12.29 5.28 

同 2年 28.75 4.61 1.号O 15.01 2.23 1.66 34.54 8.49 5.04 55.04 7.72 3.39 

大正15年 52.40 33.29 5.84 3.d 51.f2; 7.18 2.79 52.69 3.16 

同 14年 47.89 4.30 49.62 f?95 5.70 57.43 6.97 3.20 64.85 13. 6.91: 

同 13年 47.91 7.63 4.16 39.93 4.64 0.35 41.20 4.08 1.0:< 43.32 3.53 1.31 

同 1立年 17.11 1.75 0.57 27.44 2.33 0.57 30.57 2.2:1 0.89 35.44 1.62 O、3C

同 11年 5.40 0.35 0.C9 21.94 0.95 0.05 23.04 0.60 0.03 36.64 1.26 

悶 1C年 6.0:コ 0.64 0.01 14.41 1.59 . 0.09 21.85 3.57 0.79 23.35 4.54 Uj8 

同 9年 19.69 0.98 0.20 一 4.59 0.04 一 4.59 0.05 

同 8年 23.88 1.19 0.24 一 一 0.03 0.24 一
同 7年 一 一 一 0.04 5.36 0.16 O.Cモ

同 6年 3.38 0.(2， 一
同 5年 一 一 13.45 1.74 9.41 0.72 15.m 1.09 0.071 

同 4年 5.32 一 一 5.32 0.37 一 5.32 0.23 0.02 5.32 0.22 d.011 

同 3年 11.07 一 一 10.88 一 一 一 18.63 3.40 0.0.司
同 2年 一 一

明治45年 8.82 0.09 0.04 0.03 一 4.41 4.41 0.01 

同 44年 一 一 一 一 一
同 43"f. 一 一 一 一 一
同 42"f. 8.27 o.aヨ 0.04 1.65 0.06 4.14 0.25 0.08 4.14 0.37 O.叫

同 41&手 一 一 一 一 。.93 0.20 0.05 
同 4C年 一 一 一 一
同 39年 一 一 一 一 一 一 一• 同 38"f. ← ー 一 一 一
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植211昭和 3
阪城|貧被害i枯死匝域|賓被害|枯死区域|賓被害|枯死匝域i賓被害|枯死

明治37年 ! 一 一 一 一
同 36年 一 一 一
同 35年 0.39 0.01 一 -' 一
同 34年 一 一 一 一一

第 3表其の 2 カラマツ植栽面積に封する野鼠被害面積百分率

(自昭和7年度至同 9年度)

民?和 7 年度|噌剥 8 年度 l
匝域|質被害|枯死区域|賓被害 1枯死匝域[質被害|枯死

昭和9年 一 15.56 1.9C 

同 8&手 18.国 6.60 13.10 3.02 

同 7年 0.38 0.05 
11 •. E5221 i 

3.66 1.65 17.18 3.95 

211219A13g 1 9 1 
同 6年 8.53 0.f2 14 

「
1.73: 21.19 3.04 

同 5年 19.77 0.74 43.18 4.99 2回 42.94 7.57 

同 4年 31.65 3.86 2).36 4.46 2.54 38.02 6.24 

同 3年 35.即 2.56 44.29 6.75 42.04 9.38 2.13 

同 2年 18.55 1.78 49.23 6.73 45‘00 6.16 2.43 

大正15&手 19.77 0.16 22.17 4.14 19.79 1.35 0.45 

同 14年 27.25 0.26 24.65 6.03 30.39 4.38 1.59 

同 13&手 33.53 0.11 33.∞ 1.07 37.37 4.29 1.22 

同 12lf. 23.(泡 1.叩 0.C9 問.∞ 327 0.20 18.73 3.33 0.7C 

同 11年 39泊 3.86 1.19 34.01 2.43 0.39 23.担 3.44 0.2E 

同 10年 6.58 1.39 0.38 3.95 0.16 0.01 14.66 2.01 0.2E 

同 9年 2.63 0.01 一 3.94 0.01 一 3.54 1.2o 1.01 

同 8!平 0.24 一 4.98 0.(:2 0.18 7.01 0.10 0.01 

同 7年 5.36 0.051 一 5.36 0.05 0.01 一 一 一
同 6年 一 一 一 13.64 1.47 0.51 

同 5&手 0.50 0.00 9.42 2.34 0.04 10.69 3.85 1.47 

同 4年 0.281 0.05 2a.94 5.25 0.53 5.27 1.74 O.袋

同 3年 一 一 3.91 0.52 0.06 一 一
同 2&手 一 一 54.65 2.00 一



量

立?
明治45&f-

同 44年

同 43&手

同 42&手

同 41&手

同 40.年

同 39年

岡部年

同 37"1主

同お年

同 35年

同 34&f-

第 4表
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昭和 7 年度 昭和 8 年度 紹和 9 年度

極域|質被害|枯死 匝域!貧被害!枯死 匝域!賞被害(枯死

一

一

0.')4 

一
一

0.04 0.02 

0.04 1.2ο 

一 一

一

一

7ヶ年聞に於けるカラマツ植栽経過年敷と喰害率

(自昭和3年度至同 9年度〉

一
一

一 一
一

一 一

一
一 一

¥均F年¥ι害¥事 各 4ド 度 合 計 7 .Ir 年 問 ~ 均

域 l賞被害|枯 域|賞被害|枯匝 死 匝 死

1年 95.55 19.96 15.12 13.65 2.85 2.16 

2 &手 131.26 2.3.70 13.21 18.75 3.39 1.89 

3 年 204.::氾 44.89 23.60 29.20 6.41 3.37 

4 J事 267.65 46.39 24.12 38.24 6.63 3.45 

5 年 312.58 47.07 23.27 44.66 6.72 3.22 

6 J手 268.02 36.64 12.52 38.29 5.23 1.79 

7 J.手 249.93 37.03 12.40 35.70 5.29 1.77 

8 &f- 100.28 20.13 5.32 28.04 2.88 0.76 

9 &f- 170.1:5 13.40 2.60 24.36 1.91 0.37 

1 0年 168.84 12.Eお 3.盟 24.12 1.79 0.46 

1 1 &ド 126.60 16.00 4.19 18.09 2.29 0.60 

1 2 &f- 63.94 7.20 1.47 9.13 1.03 0.21 

1 3 J.手 35.S? 3.63 0.29 5.07 0.52 0.04 

1 4年 42.97 3.但 0.32 6.14 0.56 0.05 

1 5 &f- 39.60 3.32 1.19 5.66 0.47 0.17 
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ヰた
各 年 度 lロh /r 年 巨司 平 均

匝L 域|賓被害|枯 死回. 域|賓被害 l枯 死

1 6年 44.26 2.39 0.11 6.32 0.34 0.02 

1 7年 28.48 0.81 0.00 4.07 0.12 0.01 

1 8年 56.14 7.ε2 0.63 8.02 1.07 0.09 

1 9年 44.04 9.20 2.04 6.29 1.31 O.四

20年 21.86 2.56 0.37 3.12 0.37 0.05 

2 1年 印 .71 2.24 0.26 8.67 0.32 0.04 

22年 4.14 0.25 0.(泡 0.59 0.C4 0.01 

23年 4.14 0.37 0.04 053 0.(5 0.01 

2 4年 5.07 0.24 0.07 0.72 0.03 0.01 

25年 13.34 2.07 一 1.91 0.30 一
26年 463!コ 11.90 1.'20 6.61 1.70 0.17 

27年 0.39 0.01 0.06 O 一
28年 一
29年 一 一
30年 8.63 1.13 0.17 1.23 0.16 0.02 

3 1年 39.27 4.18 1.39 561 0.60 0.20 

32年 一 一 一
33年 一 一
34年 一 一 一

表中貫被害面積と稿するは，被害木 3，000本を 1町歩と看倣し，被守木本敢より面積tこ換算し

たるものにして，枯死と稿するは同様枯死に至りたるもの 3，000本を 1町歩と看倣し，枯死本童文よ

り面積を算出せるものなり O

第1去はカラマツの各年度別植栽面積を示す。

第2表はカラマツの各年度別の植栽に劃する野良の被害にして，区域面積，貰被害面積，枯死

面積を示す。

第3表はカラマツの各植栽年度毎の植栽に封する昭和13年度より同9年度に至る 7ヶ年聞の野

鼠被害の匡域面積，貫被害面積，枯死面積の百分率を示す。

第4表は野鼠被害の匡域面積，貫被害面積，枯死面積に於ける 7ヶ年の合計誌に共平均を示す。

今此の第4表を用ひ植栽経過年数と，其喰害の程度を圃示すれば次の如し(本国は貰被害と枯

死とを示せり〉。

4 
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上闘に依れば，植栽後漸芸大共の被害率を増し 3年目乃至5年目最も被害率大にして 6年目

より漸ヨた減少す。植栽芭後の被害霊容の少きは植栽地が未だ野鼠の棲息数少きが詩占うにして，年月の

経過に伴ひ野鼠漸次繁植して共の被害寧を増大し， 3年， 4年， 5年目は最も大なり。共の後は林

木成長し，樹皮の硬化を来たし，或は天敵の集り来たる等の理由により，被害互容を減少するもの

とす。
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第五節野鼠被害欣況

第ー項 被害樹種面積及び、共の債格

昭和3年度上り同9年度に至る園有林内浩林地に於ける，野鼠被害樹種別面積の造林面積に封

する百分率，誌に共の被害憤絡を皐ぐれば弐の如Lo

表中貰被害面積，結死面積とあるは第二章第四節と同断にして，被害憤格は苗木1本の皐{買を

求め，枯死せる本教を乗じて算定せり。

第 5表 昭和3年度野鼠被害樹種誌に面積表

結I 種 域 面 積 l貸被害問|枯死面積
慣T

222開r.84 
町

カ ヲ 円司r ~ 1，72625 97.96 

濁 渇 タ fJ b 126.01 20.93 8.22 

ド 司可r ~ 134.72 9.07 5.回

ヨエ y 同司r 少 48.74 3.94 2.84 

ア カ 可司r ~ 18.10 O O 

朝 鮮 五 葉 松 2.40 O O 

苧 タ- 『司r ~ 2.∞ 0.04 O 

b ノ

ーー

0.22 O O 

=セアカ γ ャ 35.84 6.36 2.91 

* ーー
タ. pν 『ー‘ 47.00 11.56 0.64 

グ 3.65 0.07 0.01 

カ ~ ラ 2.00 0.20 O 

自 楊 12.19 0.23 0.19 

イ タ ヤ 2.00 0.40 0.10 

ヤ チ ダ 毛 0.44 0.05 0.04 

カ 7'守 1.∞ 0.20 0.05 

ナ ラ 4.54 0.45 0.23 

計 2，167.10 276.34 119.0lヨ

第 6衰 昭和4年度野鼠被害樹種誼に面積表

樹 種 医 枯死面積

町 町 町

カ ラ .マ 少| I，E泡4.42 182.84 67.55 
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樹 種 域 面 積|賓被害商稜|枯死面稜|

町
9町.04 

町

濁 沼 4認 fJ b 131.62 6.05 

ド ーマ 少 97.3tコ 8.15 6.93 

二軍エ y 『司r 1少 46.64 8.69 8.16 

ア カ 『司r 少 18.10 2.52 0.15 

b ノ
ヨー

1.0<コ O O 

ユセアカ γ ヤ 15.45 0.33 0.08 

オ ーー タや Pレ 、ーー 10.72 0.51 0.01 

カ ~ 7 0.44 0.C2 0.01 

自 楊 37.74 0.72 0.20 

イ d芦 ヤ 5.33 O.マ6 0.09 

T チ タ・ 宅 5.10 0.23 O.叩

カ pマ 1.70 005 0.01 

ナ ラ 7.50 0.02 0.(2 

計 1，963.06 213.38 89.35 

第 7表 昭和5年度野良被害樹種誌に面積表

樹 種 域 面 稜|賓被害面積|枯死面積

カ ラ 『司r 少 2，49町1.35 380町.97 19町1.36 

濁 遜 タ 守 b 158.88 22.63 4.95 

ト F 『司「 少 246.81 57.44 44.81 

エ己 y' -マ ~ 35.74 2.11 1.48 

ア カ 『司「 ~ 16.(幻 3.97 1.75 

朝 鮮 五 業 松 2.40 0.59 0.10 

b ノ
ヨー

2.00 0.38 0.01 

=セアカ V ヤ 37.92 1.39 0.35 

オ ーー グ Pレ ーー. 10.74 3.27 0.25 

グ 12.40 0.84 0.21 

カ ~ ラ 0.44 0.18 0.03 

自 110.68 11.Eお 2.04 

イ d認 7.日 0.32 0.12 

ヤ チ タ・ 宅 68.82 16.84 8.55 

カ yマ 0.12 0.01 0.01 

計 3，叩1.80 広)2.印 256.但
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第 8表 昭和6年度野鼠被害樹種誌に面積表

区域面積 l賞被害面積|枯死斑積
町 町町

カラ-q; ~ 之3，287.09 520.38 240.83 

濁~タ fJ b I 5四.C8 103.03 41.99 

ト1" "少 392.43 52.80 30.97 4 

エ y' " ~ I 156.77 23.81 15.89 

アカ τ 少 16.33 4.85 0.82 

朝鮮五葉松 2.40 0.48 0 

明学 (1." """少 3.22 0.C6 0.03 

ス苧 16.66 0.97 0.16 

h ノ キ 8.34 4.00 0.53 

T 少 p、ダ 1.00 0.12 0.C6 

コセアカ V ヤ 64.06 4.37 2.ω 

すこグ)l/三 43.CO 6.41 -I 0.64 

" l) .3.CO 2.31 0.23 

カ少ヲ 6.87 1.83 ∞ 
白 楊 59田 5白 2.22

イタヤ 47.12 16.49 13.34 

ヤチ (1.. 宅 236.99 82.95 22.80 

カバ 8.24 2.97 1.56 

ナラ 2.45 0.63 0.50 

ヤマヌ、 v ノキ 6.90 1.95 1.65 

ヵ γ ~， 23∞ 2印 1・日

計 | 仰伺 838.03 379.71 

第 9表 昭和7年度野鼠被害樹種誌に面積表

樹 種 域 面

Jl!J JiI1 
58町.13 カ 7 『司r ~ 2.046.5') 156.10 

濁 ~ 占認 fJ b 360.49 25.57 8.51 

ド 『司r 少 1C6.40 7.22 3.(お

ごc y 可否「 ~ 32.99 0.80 0.61 

ア カ 『司「 少 17.33 2.23 0.21 

朝 鮮 五 葉 キ~ 2.40 0.28 O 
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持} 種 域 面 積|質問問 l枯死面礎
目f 同f 回If

平 ダ 『司r 3.22 0.22 0.07 

てず ~ ".、 タ・ 1.CO 0.10 0.03 

ス ギ 32.60 0.60 0.02 

ー

b ノ ~ 8.40 0.84 O 

ユセアカ V ヤ 32.29 2.55 1.44 

コt 一 ダP ル ー‘‘ . 18.34 1.64 O 

グ 3.65 0.91 0.(5 

カ 少 7 9.07 2.53 1.43 

自 楊 6.90 0.32 0.16 

イ ~ ヤ 15.72 υ.95 0.53 

ヤ チ J7.' 毛 173.67 18.52 4.05 

ナ ラ 2.81 0.11 0.01 

カ V ;1、 18.34 8.00 6.(氾

計 2，892.12 22954 76.25 

第 10表 昭和 8年度野鼠被害樹種誌に面積表

桔f 種 域 面 積|賞被害面積 l枯死面積
腎1 田I 関f

/カ ラ ーマ ~ 2，654.51 己98.88 142.63 

濁 ~ ?' F b 466.95 55.13 24.86 

ト ーす 少 354.58 6831 43.65 

二区二 y 円司「 ~ 12.67 4.19 2.91 

ア カ 『司「 ~ 17.31 2.75 0.81 

朝 鮮 五 葉 事去 4.39 1.44 0.15 

苧 ダ 『司r ツ 3.22 0.80 0.41 

ス ギ 20.84 1.25 0.23 

b ノ 占p 8.45 5.70 0.71 

ーマ ~ ノ、 タ- 1.()(コ 0.09 0.05 

=セアカ V ヤ 27.64 1.14 0.14 

オ ーー ク. JV 、司、 25.26 4.35 0.61 

l/ 12.74 3.15 0.05 

カ ~ ラ 7.19 0.71 O 

楊 33.43 3.64 0.31 

タ ヤ 45.92 6.16 3.45 
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樹 種 峻 面

町 慣1 町
ヤ チ タ・ 唱 131.E氾 9.52 3.C1 

カ pマ 9.96 0.00 O 

十 ラ 。‘2弓 0.01 O 

カ シ ;;、 0，59 0.10 O. a 
計 3β38.49 567.38 223.98 

第 11表 昭和9年度野良被害樹種娃に面積表

持I 種 域 面 積 l賞被害面稜|枯死面積
前f 町

149町.15 カ ヲ ーす ~ 2，661.2'1 439.03 

濁 遜 タ 守 b 441但 59.68 33.69 

ト " 少 504.87 50.07 27.59 

ニε y 、司r ~ 29.66 1.32 0.53 

ア カ 、有r ~ 16.85 11.71 2.54 

朝 鮮 五 葉 松 11.92 2.71 0.64 

ス 苧 39.46 2.72 0.85 

b ノ キ 9.侶 1.67 0.71 

ユセア カシヤ 30.78 1.48 0，42 

)1' 一『 9' JlI 、、 48.22 4.12 0.35 

グ 12.64 1.47 0.03 

カ ~ ラ 7.43 4.58 0.34 

自 楊 79，28 18.34 1.11 

イ タ ヤ 51.84 2.93 0.79 

ヤ ナ タ- 宅 278.75 47.45 16.鈎

カ Fマ 1.51 0.05 O 

ナ ヲ 2.99 0.96 0.41 

カ る〆 ;;、 2.14 0.14 0.12 

言f 4，229.71 650.43 236.25 
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第 12褒 説家主Z霊園有林に於ける綿浩林面積と野鼠被害面積並其被害慣格

酬叶…叫んムl昭和6年|昭和7年l昭和8年同叫平均
植栽

年 皮

ー

被害医繊面稜

賃被害商稜

被害医域面積 X1∞
植栽面積

賞被害商稜 X1∞ 
植栽面積

枯死面積 X1∞ 
植栽面積

。/
J 

11.37 
タゅ

8.73 
% 
12.55 

。/
16.61 

歩。

10.74 
% 
11.381 

1.451 0.951 1.971 2.84 0.71 1.59 1.651 1.591 

0.63 0.40 1.001 1.29 0.21 0.63 0.601 O.倒

被害債格ld∞[州制件州 1143l田id∞( AU1 

回リ

KJ.
回四日

円

7
.
q
d
 

A
H

・
R山
7
q
u
 

第 1l表 皇思議ZLZ霊園有林遺体面積と野鼠被害面積並共被害債格 (カラマツ)

年 度 |昭和3年|昭和4年同州昭和吋昭和7年l昭和叫昭和坤|苧 均
8，783町.65 9，735.町'.81ヨ10，163町.95 10，613町.田 11，222町.25 

町
12，249町.18 10，6回町.87， 植 栽 面 稜 11，843.37 

被害風域面積 1，72，δ.2o 1，田4.42 2，491.35 3，287.09 2，046.50 2，654.51 2，661.21 2，3日.20，

貧被害面積 222.84 182.84 380.97 田0.38 156.10 3担.田 439.a 328.72 

枯 死 百 積 97.96 67.55 191.36 240.83 50.13 142.63 149.15 134.23 

被害植直犠栽面面積積x1∞ 配，" ?t M 9百
19f.24 

要6 9百 9百
19.65 16.27 24.51 30.97 22.41 21.73 21.97， 

震被害面積 x1∞ 

枯死面積 x10::> 

債格 l州 1州州現12:'501九件
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第 14表 皇盟諸兵器闘有林制面積と野鼠被害面積並其被害債格(梓Ji)
年 皮 |蜘吋山昭和5年昭和一一|昭;s!8If.1即年|平 均

叫df戸川J82m9n52PとMj1d引11 叫d田
13，238町.3引114，~町.42|114，876町.伺 15，644町.44 匝I

植 主主 面 積 13，23 1.2~ 

1R2741 乙719.05被害風域蘭積 4，033.161 2，駒田I3，253.u41 3，381.C4 2，791.54， 

貧 被害面積 243.821 192.111 ~20.44 706泊 2JO.191 463.53 日6.16 396.叩

枯 死 面 干責 106 22 73.69i 204.部 305.62ε2.691 170.501 199.82 1ぼ).49

被害医域面積 X1∞ O〆'6 "ノ咽0 % 。% % ?0 

植栽面積
17.70 14.52 21.76 18.38 21.61 

賞被植害栽面商積稜×1∞ 2.33 1.62 3.36 5.34 1.43 3.49 

枯死面積 x1∞ 
植栽爾償 1.01 0.62 1.64 2.31 0.45 1.15 1.28 1.21 

被 害 債 格115，93;'0011州4州 J4d∞ 29，973.0:コ 24，072.86
第 15表 言語長22R2T伽年聞の園有林締造林面積と野鼠被害面詰並共被害債格

年 度 昭和3年|昭和竹町|伽年|昭和叩和8年醐坤|平 均

14，685
国I
.95 

町
19，327
町
.46 E宮'，188

慣f
.18 23，529E

可

.34 
府T
27，173
町
.98 21，238

町
.89 植 栽 面 稜 16，960.72 24，8::6.60 

被害!長域面積 2，042.14 1，756.朋 3，079.78 4，4但.41 2，311.23 2，898.36 3，047.83 2，79124 

賞被害商積 266.45 187.49 493.23 769.80 172.84 455.23 404.73 

枯 死 面 積 118.82 74.29 2E2.Eぬ 356.47 60がa 210.60 1132，37 

被害植協.域栽面面積積x 
1∞ q百 l 。ノ~6

15%.931 1 
対 % % タ百

13% 25 13.91 10.36 19.84 9.132 11.68 11.22 

賞被害面積 x100 
1.81 1.11 2.55 3.47 0.73 1.84 1.即 1.90 

植栽面積

枯死面積 X100 

植栽面積 0.81 0.44 1.31 1.61 0.26 0.85 0.75 0.86 

被 害 債 被 IRE?十ん，J4州



E 
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第16表言語2322惣号肋年聞の園有林浩林面積と野鼠被害面積並共被害憤格(カラマツ)

&J'- 度両石川吋和吋mi即年両司昭門平均
植栽面稜

被害区域面積

賞被害面積

枯死面積

被害医域面積 X 1∞ 
←←福-~一面百

賓被害商積 x100 
植栽面稜

枯死面積 x100 
植栽面積 1.56 :11i ;: 
使絡 [14d4101ん却J4州1J531

第17表言語2322閉伽年/1lJの園有陥林両院と糊被害酎

年 皮 i阿昭酬和吋畷蜘和叫

対

23.76 2ヨ76

52) 4.30 
2.07 1.89 
円|円

18，<12コ.00118，770.14 

;害γJi:::iこ44ご:1[;;J::1l判:ご::::::

上表に依って見るときは，昭和6年度が最も被害匪域庚大にして 5，000町歩に及び，共憤格も

57，000闘に建せり。又最も少きは昭和4年度にして，被害直域1，960町歩，共の損害額13，400験周な

りO 而して昭和3年度より同 9年度に至る 7ヶ年の王子均を掲ぐれば，被告:匝域面積 3，300能町歩，

被害慣絡29，500徐闘なり。
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第こ項 野氏被害の消長

同一年度の被害AA況を見るに，地方別即ち皆林医者管内別に依り其の被害の程度を異にし，且つ

之れが弐年度に於ては共D被害扶況茜しく餐化するを見る。今之れが消長を箇示すれば共の如Lo

但し樹種樹齢に依り共の晴好の程度を異にするを以て，共の被害の泊長を示すに.同一樹種

を選び、且つ樹齢も略々同ーのものたらしむる錆に，樹種はカラマツを選定し，樹齢も失の如く昭和

3年度の被害程度を示す場合には，大疋8年度より昭和3年度に至る10ヶ年分を採り，昭和4年度

のそれを示ずには大IE9年度より昭和4年度に至る10ヶ年分を採れり。以下同断。是等植栽面積に

封ずる被害面積の百分率を求め，ヨたの如く等級を附したり。

1. 17.5%以上

2. 15.0-17.5% 

3. 12.5-15.0% 

4. 10.0-12.5% 

5. 7.5-10.096 

6. 5.0-7.5% 

7. 2.5-5.0% 

8. 1.0-2.5% 

9. 0.5--1.0% 

10. 0.0--0.5% 

之れに依りて各皆林匡署の被害程度に等級を附し，共の消長を示せり。

以上の如くして定めたる等級に依り，各年度の被害健度を示せば別表。如し。

第 18表其の 1 諸君;ZE各替林巨署別カラマツ野鼠被害消長統計表
(被害百貨ェ賓被害〉

昭 和 5 年

植栽面積(被害面積I%植栽面積;被害面積% 植栽面積j被害面積| % 

1:対 0.64 
町 町 i 町

ruj A 
札 幌 1，(Xl1.11 0.22 949.11 0.08 

倶知安 6.37 616.73 617泊 0.17， 

槍 山 140.77 12.79 137.96 139.91 0.66: 

爾 館 195.97 21.61 216.43 221.43 12.60 5.69 

E昼 蘭 82ヨ 141.03 5.18 3.67， 

I浦 fu1 4.56 134.74 149 6.42 4.2~ 

' 
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(昭和 3 年 昭 和 4 五手 磁 和 5 4手
替林匝署 l 

植義面積(被害面積! 植裁面積;備面積|!被栽面積 l被害面積l% % % 

関1 調r 関f
59町.761 1，162

町
62 

四1
旭 }II 1，112.97 11.91 1.07 1，134.31 5.27 29.92 2.57 

天 盟 18.84 O O 18.84 O O 18.84 0.21 1.11 

稚 内 18.57 6.84 331.63 3.58 1.07 334.63 11.α 

F 中頓別 3.09 3.481 91.(2 9.23 10.14 92.60 17.59 

主主 車車 6.70 8.04 1872o 4.45 2.33 211.10 8.(2 

野付午 3.G2 1.14 415.95 6.651 
11.5

印

3i

1 42ヨ98 283 

網 定 16.44 3.96 476.31 7.23 482.44 26.42j 

詮 JJU 3∞ 2.33 177.12 O O 18J.12 1.55 

型P E普 21.61 259 1，130.69 59.51 5.2ヲ 1，362.73 1.29 

ii)1/ 路 0.9<コ 0.41 2~022 

41:司::11.29 根 室 13.73 5.27 343.27 14.98 

第 18表其の2 皇居認;ZE各営林匝署別カラマツ野鼠被害消長統計表
(被害面積=賞被害〉

昭和 6 年 昭和 7 年 昭和 8 年|昭和 9 年

事豊林底署 丁被一ーー←一
被 l被害 |被害

植栽面積
i爾喜1% 断面積|画室1% 槌段面積l面積1%:植栽面積l面積lμ

札 幌 649
町
.231
町
.471 0.231 483町訓 1町.∞ 0.211 272

町
911 6町.叫I2.531 1J

町
.201 2.
町
09l11.71 

倶知安 529.291 8.071 回担問問問 291.701 18.951 6田却回 7.261 3.62 

槍山 159お 0.261 0.161 157.071 1.141 0.731 134.071 2.151 1.601 104ρ71 0.111 0.11 

函 館 197.43 何回盟問 197泊品市 17.101 176.431 15.541 8.811 153.431 0鐙 ω1

室蘭 141.田 15.621 l1ml 78.861 15d 19.051 63.811 16.431 2~.181 36.711 5.651 15司
浦 河間74121却附31 149.741 4.071 2.72i 間月 12861 8.59 叫 74153.591 37.79: 

旭 川/ 1 1，0おおお・∞ 3.121 779.451 17.ぉ 2・221 622島民 9.101 4日刈 81.321 17訓
天強 21.141 2佃 9.841 21.14α011 0.051 19.101 0.151 0.791 13.901 0 1 0 

稚内 2o7.97144.161 16.481 2o7.971 0 0 267.971 0 0 234.42 7.07 

中頓別 >2.601 3.241 3.501 92.601 0 1 0 1 67.601 0 1 0 1 51.391 0 

主主 軽

野付牛 42，.251 26.631 6.251 431.75! 7.19~ 1.671 31ヨ

:12:

沼

3
ヰ

1.181 287.371 5.49 

網走 87.961 17.641 491.38， 6.831 1.391 467.611 25.23: 5.411 401.88: 22.39 

詮 J.W 1 180.12 3.関 1.991 213.571 0.18' 0.001 270.721 22351 11.951 231.38: 27.871 1 

事底 1，607.f2，65.但 4.041 1，906.19 8.30; 0.441 2，264.091 21.23 1.20/ 2，459.221 16.41 

釧路 26.481 10.731 230.55 0 I 0 1 210.551 0.171 0.081 203.26: 9.331 4.59 

根室
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第三項 野鼠被害消長と天敵との関係

野鼠の天敵として，キツネ，タヌキ，イタチ，イヌ，ネコ，タカ，ワシ，フクロ，ヘピ類等を

事げるととを得。

Erringtonの調査に依れば，キツネ236疋の胃の内容物検交の結果，其の 117佃の胃中に鼠を

含みゐたりと云ふ。

叉岸田(1929)の本州産イタチ機関中に於ける食性調奈の結果に依れば，イタチ t07疋中鼠を捕

食しゐたるもの41疋にして，犬飼(1933)のイタチの冬期に於ける食性調査は， 103例中鼠を食せる

もの52例の多きを示せり。

著者が屡々多数の野鼠被害地を閥察せる際，其の被害の茜たなる，特に2-3年穂積して被害

の繰返されたる場合にありでは，被害地域内に鳥類，ヘピ，イタチ等の集り来りて，野鼠を捕食し

つ Lあるを目撃せり。今例を拳ぐれば，昭和2年渡島園長公前郡i也の岱遺材、地(本浩林地は大iEll年

園有林より北海道地方費公有林に移管せられたるものにして，杭栽商積40訟町歩，樹種はスギを主

とし，之れに1荷主主タウヒ， トドマツ，カラマツ等を混髄すo共の一部は安政年聞の植栽に係り，樹

齢80年，胸高直径 2.5尺に達するものるり。〕が野鼠の被害甚しきを以て，之れを閥察したるに，

被害地にはへピ類多数群集し，珂'鼠を捕食しつつありたり。長さ約3尺のアヲダイショウは7-8

疋の野鼠を脊み 1尺徐のマムシは1-2疋の野鼠を辛子み込みゐたり。

野鼠がへピに鷲見せらる Lや，前肢にて土を掻き掘り，頭部を差し込みてヘピの攻撃を兎れん

と努むるも及ば十迭に捕食せらる。

ヨえに網走営林区署管内K於ける醜木禽，杵端謹雨事業阿ー内の誼林地(本浩林地は大1E13年度よ

り植栽せられ，カラマツ，潤逸タウヒ，ヤチダモ， トドマツ等80:->飴町歩に及ぶ)が，昭和14年度

始めて野鼠の喰害を受け，共の被害軽微にして愛ふるに足らざりしが，次第に被害の程度を増加し，

昭和6年度に至り激甚を極むるに至れり。之れが駆除の封策として，本地方即ち北見閤ー闘Dイタ

チの捕獲を禁示せるに共の結果甚だ良好にして，多数イタチの増殖な見，被害甚だしく減少するに

至れり。

以上の事責より見て，野鼠の天敵は常に野鼠の多数棲息しゐる筒所を探し求め，以て自己の生

命を維持せんとしつ Lあり。従って野鼠は是等天敵の襲撃より菟れんとして他に匙越せんとす。故

に多数の野鼠棲息しゐると雛も，一度天敵の襲来を受くるに於ては，或は捕食せられ或は他It:移動

し，暫時にして野鼠の裁を減少す。即ち野鼠は天敵の襲来に依り減少し，然らざる場合に於ては増

積ずるを知る。

‘ 
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第=編 エザヤチネズミの Loeffler氏鼠チ7ス薗に書官

する感受性

第ー章 エゾヤチネス'ミ

第ー節 北海道に於て採集せられたる鼠族

現在迄北海道に於て知られたる鼠科の麗名誌に種，亜種名を拳ぐれば失の如し。

第 19 表

毘 属 種 班 種 名

Microtinae Evotomys (Cletl川ol1omys) Clei hrionolllys rufocanus bedfordiae (Tholl1回)

" " Clethrionomys amurensis mikado (Thoma.) 

Murinae Ap;>demus Apodernus geisha hokkaidi (Thornas) 

" " Apodernus speciosus ainu (Thorn田)

" 1ミattus Ratlus norvegicus (Erxleben) 

" " Raltus rattus alexandrinus (Geoffroy) 

" Mus Mus molossinus rnolossinus (Temminck et Schlegel) 

" " Mus lI101ossinus yesonis (Kuroda) 
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北海道に産すてる鼠族は，上掲の 2亜科 4属 8 種なるも，共の中山野に棲息し，樹本~喰害す

.るは次の4種なり。

Clethrionomys rufocanus bedfordiae (Thomas) エゾヤチネズミ

Clethrionomys amurensis mikado (Thomas) ミカドネズミ

Apodemus speciosus ainu (Thomas) エゾアカネズミ

Apodemus geisha hokkaidi (Thomas) ヱゾヒメネズミ

第=節 エゾヤチネズミの分類事上の位置誼に共の命名

エゾヤチネズミは醤歯目 (Rodentia)中鼠科 (Muridae)のハタネズミ亜科 (Microtinae)ヤチネ

ズミ麗 (Evotomys)に属す。

市して Evotomys(Coues)は T.S. Palmer (1928)に依りて Clethrionomys(Tilesius)に置き換

へらる可きものとせらるo従って現在は本島名を採用すること多し。
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命名

Evotomys bedf“or吋di匂ae.....
Ev刊ot旬omy戸r喝s(Craseom町DJ】りy戸喝吋sり)bedfおor吋di均ae.…….リ….一.. ….一-T、homa叫s匂:， Pro此じ Zo∞01. Soc. London， 1905， VoI.ll， 

P.353. 

Evotomys bedfordiae...…Aoki，日本産鼠科 1915，P. 16. 

Evotomys rllfocanlls smithii…・・.Hinton，Monograph of Yoles and Lemmings， 1926， 

Vol. 1， P. 257. 

Evotomys rllfocanlls bedfordiae...... KlIroda，動物態調t誌 1931，第43奮，第517蹴

Clethrionomys rllfocanlls bedfordiae......Tokllda， Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc.， 1932， 

Vol. 12， Part. IV， P. 208. 

Clethrionomys bedfordiae...... Watanabe，茨城聯立農事試験場臨時報告 1936，第2披，

23頁

第三節 ェゾヤチネズミの形態

外貌頭部は短大にして，口吻尖り，眼は闘くして小さし耳は凶〈大なれども殆ど腫毛に埋

もれ，耳:端のみ僅に認め得。

毛は軟〈遁度に長くして，調筏なり。背面に於ける長さは約 10mmI乙蓬す。

尾は頭胴部の長さの約40--50%にして，短く硬き毛にて被はるO

Terminal pencilは甚だ短くして詩し。

毛色は背部に於て赤褐色友れども，長き黒毛及び浅黒き毛端にて黒色付けられるを以て，0iE確

なる色調は赤褐色と暗栗色との中間と見得ぺし。側部への色彩移行は漸進的なり。頭部は背面と同

様にして，頗部及び側部は青友白にて暗色を帯ぷ。下面は判然たる境界を排じ得ぎれども，友色に

多少 Ridgwayの Ochraecous-buff又は Cream-buffを塗抹せるが如し。手及び足は上部友自にし

て，指lHl:fま白味嚇ち，掌醸は睦及び博聞に毛あり。尾は上部褐色，下部友白色なるも1長別明瞭なら

歩。掌持何回， m搾6個を数ふ。
乳頭数 2-2=8。

顧蓋全形角張りて繊細ならす=。鼻骨の先端は土門歯前面の垂直面より前に出で、十。前頭骨は

癒合し，従って夫れが矢-JJk縫合紘を扶くも，凹みて中溝をなし，雨側は平行なる側隆起に固まれ，

願頂骨の矢欣経合線t乙績けれ側隆起は中溝外側を走りて， 1If{築中隔を去り，脳蓋IL至り!顧頂骨前

縁に逮せる後は，願頂骨と鱗欣骨聞の縫合線に従びて斜走し，球謁関節と殆ど同一横断面に於て綬

咽
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かなる曲線を番きつ¥，縫合総を去りて内方に向ひ，顧頂後部に達す。而して夫れより再び外方聞

願頂骨外縁を過りて，後頭骨突姐D前面rc曾す。総じて側隆起は眼葉中隔にては著明なる眉毛隆起

を形成し，幅蹟きも脳蓋上にては制くして，所謂稜線献をなぜり。

顧骨弓は適度に張り，校筋板強健にして大なるfIyingbutt-ressを形作る。而して夫れが前縁

惨 は額百突起。上顎骨部上根η前方には突出し居ら宇。上顎骨部顧骨突起の後端は幅康くなりて，顧

骨の前端より下端IL:至る大部を受けlL:む。顧骨は小にして鱗欣骨部顧骨突起とは極めて細くなりて

接績す。顧骨突起の鱗欣骨部根は上顎骨部根に比し弱し。脳蓋は時々長方形を示し，後眼案突起は

夫れが肩端を呈すと雄も木釘献をなす程極端なるに非歩。

前日蓋孔は旦主歯槽産前に経り，夫れが後端より流れ出す=る溝は各々口蓋骨の側溝となりて，

内鼻孔に注ぐ。而して共の途次後日蓋孔共の他の小孔を穿つを見る。口蓋骨は狭くして，後臼歯の

歯槽前端に亘る皐なる横架として格り，傾斜せる中隔は存在せや。翼話は深くして夫れが床面は

基底棋欣骨の腹面と殆左水平なるか，叉は背側に在り。鼓胞は適度に大なり。向現実下後部の上顎

骨には内顎動脈の眼案下校の爵めに明らかなる 1僚の溝前後に起るを見る。下顎骨は疋常にして，

臼歯と上行校聞の溝は後方に於て，下門歯槽に取込まれす写して開放す。

歯上門歯は字国を壷きて，前顎骨中に入り上顎骨との縫合線と旦1歯槽との聞に経る。下門

歯は楳放突起基部，即ち歯孔の水平面以下より起りて m3ーの歯槽直下より 111-2-， --rr;-y-の古側tc入

り，J::門歯より緩かなる聾油にて唇側に何1ぴ，左右相合して上向ず。而~-C百三子の古側移動は呈し居

らや。上下門歯双方共顎骨外商に著明なる隆起を生じ且つ暗部質の控色は外部より明かに認め得。

臼歯は頑健にして幅庚〈且つ幽冠高し。三角は多少食ひ違ひて内外27'1}に整頓す。主1工は1佃

の前環4個の完全三角を有し，内外側共に3個の凸角 2個の凹角を出せども，凸角は外側に於て銑

<.就中第二外凸角著 ~c 111空はl{品!の前環と 3{，闘の完全三角より成仏内側2個の凸角1fI同の凹

角.外側 3 個の凸角 2個の凹角を備ふ。されども後者の凸角は前者の犬れより銃 ~o m 3ーは前後環

各々 1個を直別し，共の問3個の小三角を挟む。殊に外聞の三角は小にして，最後の三角は後環と

相通歩るを認め，内外側共に3個の凸角21，闘の凹角を有す。凸角外側に於て鏡し。 1111は各々 1

佃の前後環を備へ其の間5個の三角介在す。内側にては5佃の凸角4側の凹角を出し，外側にては

4個の凸角 3個の凹角を出す。瓦互は前中後3環より成れEも，前中雨環何れも 2佃の三角I'C分れ

ゐるが如し。説中，中環に於て著し。内外側共に 3個の凸角 2個の凹角存すo m3は完全なる前中後

3環より成り，後環は三日月扶なり。内外雨側3個の凸角2個の凹角を有L，外側の凸角内側の夫

れより著しく大なり。
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頭蓋骨の測定

最 大 長 28.5mm 

基 底 長 26.0mm 

観骨部の巾 17.0 mm 

鼻 骨 長 8.0mm 

眼案中隔の巾 4.0mm 

間際の長さ 9.9mm 

口葦部の長さ 13.0mm 

前口蓋孔の長さ 5.5mm 

上臼歯列の長さ 6.1mm 

ロ1， 1.5mm 

第四節 エゾヤチネズミの分布

北海道の山林原野に棲息して樹木を喰害する鼠は，前記〔第一節)の4種類にして，此れが分

布の割合を知らんがため失の如き賓験を行へり。

昭和6年北海道各替林直署 (19ケ署〕に依顕して，融雪直後(大館4-5月〉より降零前(大

腫11-12月)迄，大約8ヶ月間捕鼠器(捕以龍或はパチンコ)を以て捕獲し，之れを道曜に詮附せ

しめ野鼠の種類を鑑別せり。

今各営林匡署別捕獲教を揚ぐれば別表の如し。向各醤林匝署に於ける捕獲筒所は，主として人

工造林地なるも，若干天然林をも含むものあり。

替林匝号雪ー

捕 l総

1. Microtinae 

獲 IMurillae 

綬.費鮫主ユ tρMicα.ro叫l山ina田e 

聾鍛主i 笥 λ川 Pルレ
百分至率寧lMIも . 

第 20 表

計

“ 
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替林I!!T.署 倶椿l函室lVl天l稚l中門野[網戸!帯幌知安~1J官官蘭河川盤内頓別軍軍付牛走別鷹

総 費量

1061 831 1091 3921 1431 132， 4181 8511，7231 8231 3931 2651 fi571 2831 313 

Mikado 民01 21 01 71 11 0: 01 11 111 31 21 61 71 01 

総割事引責=パ(Bedfordiae 111四 γ1001田開ア6田5 阻
百分率 Mikado Oi 21 11 0

1 
01 11 11 0.41 0.51 21 11 01 0.3， 

備 考本表中 Hedfor.liaeとあろl:tClethrionomys ru:ocanus hedfordiae (Thomas) 

Mikadoとあるl:t Clethrioaomy，; mnure回 i，;m:kado (Thoma、)なりO

上記の表より之れを見るに，捕獲総数 9，073匹中 Microtinae系 7，686匹， Murinae系 1，387

匹にして，其の比率は 85:15なり O 則ち Microtinae系誌に Murinae系は北海道各地に棲息し，

前;者は其D大部を占tro 而して Microtinae系中エゾヤチネズミは其の大字を占め， ミカドネズミ

は 1%にも至らや。向 Murinae 系 rllエゾアカネズミ，ヱゾヒメネズミの内前者手~ì多く，共の比率

55:45を示せりo

第五節 ヱゾヤチネズミの習性

第ー項棲息地

エゾヤチネズミは北海道五る所の山林原野，牧場，農耕地等に棲息し，膨軟軽量~'D土地を好む

を以て，山火跡地の笹叢生地等に多く棲息するも，時には低滋地に棲息するととあり o叉相常海抜

高の高き所にも棲息す。著者は大雪山(海抜 2，OOOm内外)の頂 kに於て之れを持獲ぜしととあり

たり。

第=項替 泉

森林に棲息するもの L某にるりでは，主として鴎朽せる伐根下に落葉を細挫し恰も烏の巣の

如し。大鰐直伊;15-20cm位の球形の巣を造り， 2-3筒の出入口を設け，之れより直径3cm，長

さ1-2cm，地下30-60cm位に達する孔道を穿ち，地去に関口す。(附闘参照〕而して此の際往々

校根を利用して孔道を遺るととあり。若し棲.白地帯が岩石或は樹木の根等に依り邪魔せらるる時

は，簡皐なる孔道を有する巣を諮る O 一般に 11fblの某よりは 3-5本の孔道を出だし，巣を中心と

して四方に揖張す。 n本々島に棲息するハタネズミ (Microtusmontebelli)の如く，共の孔遣は長か

らす=。之れハタネズミは耕転せる畑地に棲息すとを以て，容易I乙巣を浩り得るも，エゾヤチネズミ

は森林内にありて自由に孔道を造り得ざる吠態にあればなり。



( 36 ) 

巣は食物貯戴室長と居住空とに分かるるを普通とするも，同一なる場合もあり。之れヱゾヤチネ

ズミの貯戴性が必歩しも食物を自己の貯戴宝迄運び貯へるとは限らざるものにし--c，且つ*は簡単

在るを以て 1夜にして浩り得，従って其の居間・を移動するとと多し。尚融雪後地表に巣を見るとと

あるは，冬期間地中の巣が何等かの原因に依りて，棲息、に不通常なる航態に置かれたる場合に遺り

しもの友り。彼等が地表に巣を皆みし場合は雪中に多くの孔道を浩り，雪上に1+¥て林木を喰害する 司

ととあり。

第三項食 性

エゾヤチネズミは雑食性にして，植物質，動物質共に好んで食す。自然にありでは雑草，種子，

果賓，樹皮，穀類，昆品等を食すれども，飼育すれば燕~，玉罰黍，蕎要園子，馬鈴薯，甘藷，人

参，牧草等を好み，南瓜，西瓜の種子等も晴好物のーなり。 1日の飼料は.10-20g内外とす。

食物を護見したる場合は自己の巣迄、運ぶものあるも，多くは巣以外のj直営なる筒虚に之れを隠

蔽貯蔵する習性あり。就中地表の落葉を 3-5cm掻き起し，共の中iて貯へ，掻き起せる落葉を再び、

元の如く巧に蔽ひて，人に其の存在を容易に判定し得ざらしむ。之の貯蔵性に就ては相営論議さる

k所たるも，著者は次の如き貫験にて之を観察せり。

ヱゾヤチネズミの飼育中，晩秋の候に及べば，投興したる食物を飼育箱の一隅に集むる性質顕

著となる。今野外に於て蕎萎闇子，玉萄黍，大要，IJ、妻等佐野氏の棲息地帯内の敢ケ所i乙堆積し置

く時，夏期1にありては是等の蔑・部分が減少するに過ぎざるも，晩秋の候には 1夜にして夏期に於け

る霊堂倍のものを 1個も飴さや曳き去るな見る。

之れに依って観るに，彼等の貯蔵性は秋期に於て顕著となるものと見るを得べし。向共の貯離

の方法を観るに，必十しも共の食物を自己の巣ーに運搬せ守して，前記の如く途中埴嘗の隠蔽個所例

へば倒木下或は落葉下に隠匿貯摘し，冬期間積零'下に之れを捜し求めて此れを食す。故に自己の貯

轍せるもの必歩しも自己の食用になるとは限らす，他。同族の貯蔵せるものを食むととあり。

第四項性 能

エゾヤチネズミは分娩育児jう至越冬の際に巣を月1ふるも，常に共の居所を輔々移動す。越冬の

際には 1個の巣に集国して棲息するも，護情期に於ては雌維の共棲するとと多し。動作は家鼠の如

く敏徒ならす=と錐も，樹木に掌登するととを得，治泳巧みならざれども， 10数間櫨績活字J永するとと

可能なり。叉夜陰性なる故に差問は徐り外に出づるととなく，黄昏より巣外に出で L食を求む。夏

期は野外fr:食物豊富なるを以って，林木の鴨食されるととなきも，冬期食物欠乏し飢織に迫られる

時，始めて林木を恰害す。冬期t乙於ては地表と積雲の間隙を活動して林木をI閣食し，或は零上にtI¥

でL噛食するものあり。
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彼等の前肢は良〈殻達し果賓或は穀物等を自由に支持し或は口に入れて運搬す。

エゾヤチネズミを捕獲し来たりで，之れを飼育箱に共棲せしむる時には，共の性の如何を問は

や互ひに闘争し，甚だしきは他を喰ひ殺すととあり。

排便は居室になさす，一定の伺所を定めて排;批すo ・

喰害樹の歯の痕跡に依り野鼠の種類を判定し得るも，時日を経過せば不鮮明となるを以て，糞

便の形態及びその大きさに依り，判定の一助となす汽とを得。

第五項繁 殖

著者は融零後 (4月-5月頃)野外より多数のヱゾヤチネズミを捕鼠器にて捕獲し，先づ雌雄

を別々に飼育し，約1ヶ月経過せしものを共棲せしめたり O 飼育箱は 50X 60 x 60cm，外部は木遣，

内置に亜鈴板を張り廻らし，横ο一方に金摘を張り，底部は抽出となして汚染せる寝藁の取り換ふ

るに便ならしめたり。飼料は燕萎，ヨミ萄黍，!j、妻，藁要国子，人参，馬鈴薯，牧草，果賞等を別

ひたり。飼育場所は成る可〈静かにして，騒音の聞えざる個所を撰ぴ，棚を設け空気の流通を可良

ならしむ。冬期は暖房装置にて探暖せり o斯 Lる飼育相50阿を設け，野外にて採集せる鼠の繁埴貰

験を試みたるも，飼育中雌雄の闘争して一方を喰死せしめたるあり，或は疾病に依り舞死せるもの

等ありて，完全なるもの18;組より建らす，飼育期聞は約3ヶ年に亘りたれEも，遂ひに1組.の分娩

をも見るとと能はぎりき。但し姫艇せるものを捕獲し来りて，之れを分娩せしめ，共の産児を飼育

し.前記同様D方法にで飼育せるに20組中2i列!の分娩を見たり。共の1例は飼育6ケ汀なるものを

同陪せしめ，同棲後5ヶ月にて5匹を分娩し，雄3疋，雌2疋にして，他の1例は同じく飼育後6

ヶ月のものを同棲せしめたるものなるが，同棲後約10ヶ月にして4疋分娩し，雄2疋，雌2疋な

りき。

1Aj野鼠の駆除に営り捕鼠器内に入りたるものを飼育し，共の分娩せる産仔教を調査するに，少

きは2疋多きは8疋に及ぶも，大腸に於て一腹の仔数は4-5疋を普通とす。産仔の飼育中種々の

原因に依り舞死するもの多(，完査に成長するは60%内外にして，之れを野外l乙於て見るに分娩後

日向浅きものにありでは5-6疋を護見ずるも，和成長したるものにbりでは3-4疋を鷲見する

とと多 Lo

第六項成 長

分娩直後の仔は約 19内外にして，護育良好Dものにるりては生後約 1週間に n々 19宛の増加

を示す。最初皮膚淡赤色にて 2-38を経るに従ひて簿き軟毛を生じ，運動を始む。 14-15日にて

開眼し 3週間内外にて離すLす。且つ開眼と同時に歩行をなす。此の時期に離乳せしめば飼育可能

なり。
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第六筒 エゾヤチネズミの低温に封する抵抗力誌に積雪下

に於ける地表温度と雪の熱fIlf.導率

第ー項 エゾヤチネズミの低泊に封する抵抗力

冬期に於ける低温が野鼠の棲息数主如何に制限するやに就き考察せんとす。

先づ野鼠が低棋に封し幾伺の生存時間を有するかに就き貰験せり。

賓験動物 ヱゾヤチネズミ

質験方法 野鼠を能に入れ.之れを北海道帝岡大撃常時低温寅験室内に置きたり。

第 21表

4・
野五tD低温Iζ封ずる生存時間 (抵抗力の賞喰〕

時 間 i滋 度 i性 別 l鰻 重|生存時間|焼死時の臨

第 1 同

午前 1hl -243 | - l J 1 2 1 2 
午後 九日

" 2， 10 
グ 3，30

グ 4，10 

IJ 4， 15 

グ 4，50

グ 5，αコ

" 5， 10 

グ 6，30

グ 7，30

-25，0 

-25，0 

-23ρ 

-24，0 

-24，0 

-25，0 

-25，0 

-25，0 

-24，5 

-26ρ 
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O
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o
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o

o

T

念
。
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。
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m

m
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泊

回

引
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310 

320 
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10，5 

13，5 

32 460 7，0 

2 同

午前 8，50 

グ 9，40

グ 10，05

グ 18，10

グ 10，13 

グ 10，14 

グ 10，30

グ 10，40

グ 10，∞
グ 11，05 

ー33，5

-33，0 

-32，0 

-32，0 

-31，5 

-31，5 

← 31，5 

-31，0 

-31，0 

-31，0 
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O
T
O
T

念

♀
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念

念

♀

・

22 50 11，6 
26 75 

80 

12，0 

21 14，2 

26 83 10，2 
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11，0 

8，5 

10，5 

13，0 

白

呂

田

辺

部

84 

1α〕

110 
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36 135 
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時 温 度 重 1生存時間 l糊時の恒温

第 3 同

時 Cc g 分 。c
午後 九日 -28，0 一 一 一 一

" 4，35 -28.0 念 22 165 9，0 

5，ω -28ρ ♀ 24 199 10，0 

" ♀ 26 199 9，0 

" 6，55 -27，0 念 33 305 9，0 

" 8，25 -33，0 ♀ 23 395 12，0 

" 9， 15 -33，0 念 31 445 9，0 

" 9，43 ← 32，0 念 31 473 11ρ 

" 10，30 -32，0 念 25 520 11，0 

グ 10，40 一32，0 ♀ 
1. 
23 530 11，0 

備考案1同，第2同l:t夏期，第3同l:tさき期に捕獲ぜる野鼠の賓験なりO

前衣第1同，第2同の賢験は，夏期に捕獲せる野鼠の質験なり。温度零艶下 23'C-27'C聞に

ありて，共の生存時間最も長きは 7時間40分，最も短きもの 1時間30分なり。温度零賠下 31"C-

33'Cの場合，共D生存時間の最長は2時間15分，最短は50分にして籍死す。第3同は冬期に捕獲

せる鼠の賓験にして，温度零賠下 28'C-32'Cに於ける寅験の結果は，最も長〈生存せるもの8時

間.50分に及び，最も短きもの2時間45分なりし。

ヌド貫験に見る如く，夏期に捕獲せる野鼠の低温に釘する抵抗力は，冬期に捕獲せるものの夫れ

に比して遥かに小なり。之れ専ら冬期に於ける野鼠の毛は，多くのおii毛を有し，膿温の放H~少きに

困る。

第=項 積雲下に於ける地表温度

山田 (1907)は北海道旭川に於て，積雪 66cm下の地表温度に就き 1週間j観測せり。共C結果

は黛温が最高等動下 1.TC-6.3'C，最低零酷下1O.TC-29.2'C問を昇降せしに，地表温度vi最

高零貼下0.3Cー最低零動下0.9'Cを示せり O

向山田(1907，1914)は積雪下の土壌の凍結に闘し，種々の宮験をなせり。気温甚だ低温にあり

ても，積雪 60cm下の土壌は殆ど共の影響を受けざるもののたlしと結論せり。

米田 (1911)は札幌に於て，積雪の温liZ及熱傍導の側面影響fC就て質勝し，次の結果を得たり。

即ち積零の温度は雪。表面より地面に接近するに従ひ，次第に共の振幅を減少し，或居に達しては

殆ど1日中の費化を認め難しと。

安田(1929)が盛岡地方の零下に埋れる大萎の生理に就て研究し，共の際零下の温度を調査せ
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り。共の結果に依れば，積雪30-40cmあれば，気温1日中の週期は地表温度に関係するとと甚だ

僅少なりと。向気温零黙下 lTCに降下せるも積雲34cmなる時，地表附近は零度内外を示せりとO

岡田(1927，1928)は共D著気象事泣気象事講話に於て，積雪下の地面の温度は雪居薄き場合，

地中温度が零度を降るも，雪屠厚き時大約零度に近しと云へり。

山旧(190i)が明治40年2月16日より同月23日に至る 8日間，旭川測候所に於て測定したる結果

は失表の如し。

即気温が -5，16
0

C -21.49
0

C を上下するに雪の深さ 30cmI'L於ては -5，92"C -6.51"C に

過ぎす言。

積雪の温度に闘する曲線
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第 22表 積雪の温度に闘する調

(自明治的年2月叩 ) 
歪同 年 2月23日旭川iJl幌所測定)

時 気温積 雪 深

間 Ocm I 5cm I 山 ll2Ocm I 田 cm

2 -19.60 -21.65 -17.回一 12.96 - 8.11 - 5.97 

3 -20.50 -22.40 -1P.37 -13.47 - 8.32 - 6.06 

4 -21.15 -22.65 -18.回一 13.92 - 8.51 - 6.09 

5 -21.49 -22.64 -19.07 -14.36 - 8.75 - 6.13 

6 -21.07 -22.40 -19.14 -14.41 - 8.85 - 6.24 

7 -19.回一 21.67 -18.90 -14.86 - 9.10 - 6.27 

8 - 18.07 -18.84 -17.42 -14.76 - 9.24 - 6.31 

9 - 14.96 -13.65 -14.29 ー14.09 - 9.27 - 6.37 

10 -11.65 - 9.81 ー10.77 -12.91 - 9.34 - 6.41 

11 - 9.49 - 6.四一 8.17 ー 11.30 - 9.26 - 6.47 

12 - 7.99 - 4.45 ー 7.06 - 9.97 - 9.14 - 6.49 

13 - 6.36 - 3.77 - 5.70 - 8.76 - 8.95 - 6.日

14 - 5.51 - 3.82 - 5.22 ー 7.77 - 8.62 - 6.51 

15 _ 5.16 - 6.19 - 5.77 - 7.34 - 8.32 - 6.51 

16 - 5.91 - 8.64 - 7.60 - 7.37 - 8.07 - 6.52 

17 - 8.09 -12.56 - 9.81 - 7.64 - 7.92 - 6.49 

18 - 10.35 -14.91 -11.40 - 8.55 - 7.72 - 6.45 

19 - 12.26 -15.66 -12.64 - 9.25 - 7.66 - 6.36 

20 -13.57 -16.40 ー13.46 - 9.96 - 7.61 - 6.31 

21 _ 14.55 -17.49 -14.22 -10.55 - 7.64 - 6.21 

22 _ 14.66 -17.57 -1466 -11.09 - 7.75 - 6.21 

23 -15.47 -17.79 -15.02 -11.51 - 7.89 - 6.22 

24 -16.71 -i8.45 ー15.49 -11.84-8.04 - 6.19 

平均-13.87-15.02 -13.24 -1_1.31_1 __  -_8.~ 

高信 (1921)が大疋10年2月7日より同2月14日に至る 8日間，札幌測候所1'1'[於て積雪の温度

を測定せる結果に依れば，気温←1.10T~-6.94"C を上下せるに雲の深さ 40cm の所にありては，

-0.65" C ~ -0.89" C にして，千均一0.81"C を示せり O 又高信 (1922)が同所に於て大正11年1月

26日より同年2月1日聞になした観測に依れば，気溢 -6.67"C---13.5rCをl:Tせるに，雪。深
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さ 60cmの鹿に於ては -2.01
0

C--2.24'Cにして平均一2.17
0

C たりきO 三欠表参照。

積雪の温度に閲する曲線

(自犬正10年2月7日 ¥ 
至同 年 2)j 14日札幌測候所測定)
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第 23衰 積雪の温度に閲する調

(自大iElO年2月7日 ) 
至同 年2月14日札幌測候所測定)

稜
時

雪 深

' 
5cm 10 Cm 20cm 30cm 40cm 

1 - 5.92 - 5.25 - 3.63 - 1.68 - 1.03 - 0.78 

2 - 5.93 - 5.28 - 4.05 - 1.81 - 1.10 一 0.79

3 - 6，36 - 5.79 - 4.40 - 1.99 - 1.13 - O.即

4 - 6.97 - 6.48 - 4.83 - 2.16 - 1.29 - O.即

5 - 7.10 - 6.90 一 5.33 - 2.38 - 1.25 - 0.83 

6 - 6.94 - 6.60 - 5.64 - 3.15 - 1.29 - 0.80 

7 - 6.61 - 6.43 - 5.84 - 2.74 - 1.34 - 0.85 

8 - 5.62 - 6.40 - 5.81 - 2.85 - 1.41 - 0.84 

9 - 4，01 - 5.00 - 5.18 - 2.由 - 1.54 - 0.83 

10 - 2，84 - 3.01 - 4.11 - 3.04 - 1.58 - 0.81 

11 - 2.07 - 1，51 - 2.95 - 2.78 - 1.58 - 0.84 

12 - 1.52 一 0.59 - 204 - 2.49 - 1.59 - 0.90 

13 - 1.12 - 0.16 - 1.25 - 2.18 - 1.53 - 0.89 

14 一 1.10 - O.∞ - O.関 - 1.94 - 1.49 - 0.85 

15 一1.20 - 0.05 - 0.54 - 1.50 - 1.33 - 0.86 

16 - 2，05 - 0.20 - 0.46 - 1.26 - 1.23 一 0.86

17 - 3.05 - 0.76 - 0.63 - 1.13 - 1.10 - 0.86 

18 - 3，49 - 1.68 - 0.96 - 1.01 - 1.01 - 0.85 

19 - 3.37 - 2.03 - 1.34 - 0.94 - 0.96 - 0.80 

20 - 3.59 - 2.24 - 1.54 - 1.00 - 085 一 0.79

21 - 3.96 - 2.73 - 1.68 - 1.04 - 0.83 - 0.71 

22 - 4.40 - 3.10 - 2.03 - 1.01 一 0.83 - 0.70 

23 - 4.36 - 3.34 - 2.34 - 1.20 - 0.79 一 0.69

24 - 4.o5 - 3.51 - 2.48 一 1.19 - 0.79 - 0.65 

千 - 4.09 - 3.29 - 2.90 - 2.03 - 1.20 - 0.81 
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第 24表

時 気 浪

1 -13.06 

2 -13.14 

3 - 12.87 

4 -12.94 

5 ← 13.34 

6 -12.77 

7 -13.57 

8 -12.76 

9 -10.54 

10 - 894 

11 - 8.但

12 - 7.29 

13 - 7.54 

14 - 6.67 

15 - 7.56 

16 - 8.95 

17 - 9.81 

18 -10.60 

19 -10.66 

20 一10.81
21 -11.70 

22 -11.70 

23 -12.44 

24 -12.61 

平

積雪の湘度に闘する調

(詰正112;貯目札幌測候所測定)

積 雲
表 面

CC) 
10cm 20cm 泊 cm 40C111 

-16.49 -11.i4 - 8.76 - 6.79 - 5.01 

-15.77 -11.16 - 8.田 - 6.83 - 5.04 

- 15.97 -11.45 - 8.97 - 6.89 - 5.07 

-16.21 -11.51 - 9.11 _. 6.91 - 5局

-16.51 -11.51 - 9.18 _ 7正お - 5.07 

-16.50 -11.74 - 9.21 - 7.06 - 5.07 

-16.13 -12.α3 - 9.29 - 7.14 - 5.10 

-15.23 -11.93 - 9.31 - 7.14 - 5.10 

-11.71 -11.77 - 9.31 - 7.14 - 5.07 

- 7.41 -11.06 - 9.09 - 7.14 - 5.01 

- 5.04 -10.24 - 9.07 - 7.14 - 5加

- 2.94 - 9.29 - 8.97 - 7.13 - 5.∞ 
- 3.83 - 8.53 - 8.80 一7.10 - 5.03 
- 4.16 - 7.74 - 8.57 - 7.10 - 5.06 

- 7.17 - 7.67 - 8.40 - 7;ω - 5.11 

- 9.57 - 7.77 -- 8.19 - 7.00 - 5.14 

-11.41 - 7.97 - 8.18 - 6.99 - 5.16 

-12.96 - 8.93 - 8.00 - 6.89 - 5.16 

- 12.91 - 8.84 - 7.97 - 6.80 - 5.16 

-13.印 - 9.17 - 801 - 6.76 - 5.14 

-15‘40 - 9.53 - 8.07 - 6.73 - 5.叩

-15.40 - 9.91 - 8.17 - 6.70 - 5.10 

-15.40 -10.17 - 8.30 - 6.70 - 5.09 

-15.93 -10.43 - 8.41 - 6.73 - 5.09 

-12.22 - 10.04 - 6.95 

深

50cm 6OC111 咽臨

- 3.61 - 2.21 

- 3.59 - 2.21 

- 3.60 - 2.24 

- 3.57 - 2.24 

- 3.59 - 2.23 

- 3.59 - 2.23 

- 3.61 - 2.23 

- 3.61 - 2.24 

.-3.60 - 2.21 

- 3.53 - 2.14 

← 3.50 - 2.13 

- 3.47 - 2.10 

- 3.47 - 2.09 

- 3.47 - 2.叩

- 3.53 - 2.01 

- 3.53 - 2.11 

- 3.56 - 2.11 

- 3.59 - 2.14 

- 3.60 - 2.17 

- 3.61 -220 

- 3.60 - 2.20 

- 3.61 - 2.20 

- 3.63 - 2.20 

- 3.64 - 2.20 

- 3.57 - 2.17 
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第三項雲の熱傍導率

阿部 (190i)が明治40年2月札幌測候所に於て零の熱停導率を調査せり。共の結果は，

第 25 表
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深さ (cm)

熱傍導率

!一司7 つa-ml石川-40I…;… 
戸一円一戸市山両平副 0.0一両瓦

にして，岡田 (1907)が明治37年札幌測候所-に於て熱伴導率を測定したる結果は，雲の窮度 0.184に

ては 0.0ω29，密度0.239に於ては 0.00040なりき。雪の熱倖導率は積雪の密度，雲粒の大小，零温

の高低に依り異るも，共の値は 0.0003-0.0005程度にして甚だしく小なりと云ふべLo

第=章 エ'./ヤチネズミの Lωff1er氏鼠チフス菌に劃する感受性

第一節 鼠チフス菌の沿革

現今 Sa!monellatyphimurium (Loeffler) CastelIani and Cha!mersと稲せらる Lは， 1890年 Loe-

ffler (1892且)が Greifswa!dの研究所に於て，賓験問鼠Df&血症疾患の自然流行に際して分離せし

ものにして，醤歯類小動物;枕中鼠に病原性強きものとして，之れを 1892年 sac.typhi m u ri mなる名

白下に護支し，同年慎重なる猿備試験の後， Thessalien K於ける野鼠駆除 (LoeffIer，1892b)に驚く

べき成功を示したるものなり。共D後 Nocard(1893)は PsittacosisiC 1f1;患せる甥鵡より sac.psit-

tacosisを， Kaensche (1896)は肉中毒患者より sac.enteritidis sreslauを. de Nobe!e (1898)は

同様肉中毒患者より sac.aertryckeを， Wherry (1908)は sac.p~stis-caviae を分離すo de Nobe!e 

の研究にて sac.aertryckeと sac.enteritidis sres!auとは全く同ーのものとせられ， Kaensche (18 

96)， Trommsdorf (1903)， Kutscher u. Meinicke (1906)， sitter (1920， 1923， 1925)， Aoki其の他

(1927， abc)， Top!ey and WiIson (1936)等により sac.typhi muriumは sac.enteritidis sres!auと

同一にして，食物中毒の原因菌なりとせらるo此の外 Laser(1892， 1893， 1894)は sacillusder 

:Ma useseuche-Laserを， Mereshkowsky (1894， 1895， 1896. a， b)は sac.typhi spermophiIorumを，

Issatschenko (1898， 1902)は sac.ratti Issatschenkoを， Danysz (1900)は sac.ratti Danyszを，

Neumann (sahr 1905)は RatinbaciIIω を， Dunber (Trautmann 1906)は sac.ratti Dunber等を分

離す。是等類似菌の異同，誌に駆鼠費uとしての翁月j是非も亦論究せられたり。

以上の諸菌は何れもパラチフス B 菌，ダルトネ J~菌等と著しく近似し，屡々混同せられ零易にそ

の分別困難とせられたるも， F. Weil und A. Felix (1916， 1917， 1920)， Arkwright (1920-21)， 

Schiff (1922， 1923， 1924)， Andrewes (192:2， 1925)， Schutze (1921)， Savage and Bruce White (1925)， 

sruce White (1925， 1926， 1927， 1928， 1929a， 1929b. 1929-30， 1932， 1933)，及び、 Kauffmann

(1929 a， b， c， d， 1930 a， b， c， d)， Kauffmann und Chikako Mitsui (1930， 1930-31)等の生物事的地
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に菟疫撃的特に菌植の抗元的構造に就ての研究の結果，今日に於ては共の分別問明せらる Lに至

れり。

1930年寓園微生物墜曾(巴里)，位に 1933 年サルモネラ分科曾 t倫敦〕の開催せらる ~K及び，

Bac. typhi spermophilorum， Bac. ratti Danysz等所謂 Rattenschadlingとして呼ばれ来たりしもの

は，分類製上 GartnerbacillenIC属するとと明かとなり， 又 Bac.typhi muriumを初め Bac.psit- 411 

tacosis， Bac. aertrycke等所謂 Breslaubaci¥lenは Salmonellatyphimuriumなる命名に蹄ーすると

とに決せられたり。

今1933年サルモネラ分類命名決定後の記載に依れば， Sal. typhimuriumは B若干に属し，共の異

名は下の如し。

Bacillus typhi murium Loeffler， 1892. 

Bacillus psittacosis Nocard， 1893. 

Bacterium psittacosis Le Blaye and Guggenheim， 1914. 

Bacillus Kaensche and “Breslau Bacillus" of Kaensche， 1896. 

Bacillus aertrycke De Nobele， 1899， 1901. 

Bacterium aertrycke Weldin and Levine， 1923. 

Bacillus p~stis・caviae Wherry， 1908. 

Bacillus cholera-caviae Wherry， 1908. 

Salmonella typhimurium Castellani and Chalmers， 1919. 

Salmonella aertrycke Castdlani and Chalmers， 1919. 

Badllus paratyphosus B Mutton type of Schutze， 1920. 

Group VIl of Heckt-J ohansen， 1923. 

Sal. aertrycke lbrahim and Schutze， 1928， Warren and Scott， 1929-30， and Bruce 

White， 1929-30. 

Mausetyphus-Bacillus， Bact. enteritidis Breslau. 

BaciIlus para-aertrycke Castellani. 

1892 ~f. Thessalienの1京野に劃期的威力を護ずがせし， Loeffler氏以チフス菌.は爾*各国に於て鼠

族撲減阿佐則せられ，良く有害以族を臨除し，又 G五rtnerbacillenIこ属する他の鼠チフス菌も亦野

鼠の駆除に利mせられ，共1)fY'l自立を認めらるoLunkewitsch (1894)， Kornauth (1894)， Zupnik (1897)， 

Brunner (1898)， Appel (1899)， Bronstein (1901)， A bel (1901)， Markel (1902)等は其の効果に就き

充分なる賞讃を興へたり。

LoefHerは該鼠チフス菌を以て人憶に全く無害なりと稿すれども， Kaensche (1896)， Trautmann 

(t903， 19(6)， Meyer (1905)， Shibayama (1907)，瀬川 (1909)，千井.昆野， Bitter (19.20， 1923， 1925)， 
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sruns u. Gasters (1920)， Pieper (1926)， Miesser (1927)， Leuchs (1931)， Seligmann u. Clauberg (19 

32)，窪田 (1937)，曾田 (1937)等は肉中毒原因菌のーたりとし人に有害なるを報告し，更に Miess・

ner u. Baars (1.927)，. Goedecke-羽Tanzlebenu. Gruttner (1928)， Karsten (1928)， Lehr (1928)， Hen-

ninger (1929)等は牛輔の棺:忠例を， Bruns u. Gastners (1920)， Jordan (1925)， Brllce White (1929)， 

Lovell (1932)は羊，仔羊，渡部 (1934)は犬， Meyn (1930)，渡部 (1934)は狐， J ordan (1925)はス

カンク， Wherry (1908)， J ordan (1925)は海棋の慌患例を報じ， Bac. psittacosisを分離せる Nocard

を初め Pfeiler(1912)， Harkins (1926)， Beaudette (1926)，井手.古賀.阿部 (1936)等はカナリヤ

の俳:患例を報合すO 共の他馬，厩，狽，猫等の例も報告せられたるものありて，本菌はさら〈肉中毒

菌の一種にして，人に停建せられ，屡々流行性にz!:性胃腸炎症紙を起す原因菌なりとせらる~ I乙至

れれ

第ニ節 Loeffler氏鼠チフス菌の性欣

本菌は中等大 (0.5x 1.0-1.5μ)の短惇菌にして，雨端鈍図， 6-81/111の間生鞭毛を有し，極めて

活躍なる運動性言うり，グラム染色に脆色して芽胞を形成せや。普通寒天斜面に良〈護育し，黄友白

色(~色 4黄縞色〉の漁潤光津ある菌苔を作り，その集落はよ少しく隆起し，牛透明同形なり。グラ

チン培地には局千なる友田j生長をなし， .'黄友白色元海hり，グラチンを液化せ歩。プイヨン註にベ

プトン水に培養すーれば平等にi図濁し管底に泥!lkの沈澱を生ヒ，之れを振濯すれば容易に分散し，

日を絞るに従ひ表面に菌肢を形成す。硫化水素を形成すれどもインドールの費生な L，o遠藤氏平板

培地にて薄桃色を旦す。葡萄槙加害天高居に穿刺培養すれば瓦斯の殻生を認む。ドリガルスキ{ヨ

ンラ{ヂ培地には青色集落を作るO 馬鈴薯培地には漁肝j光津ある友白色の菌若を形成し，日を経る

にwぴ培地を橘染す。中tUn:寒天埼地にては瓦斯の護生ある外，色素を還元脱色し盛光を護す。ラ
クムスモルケに培養すれば 1~-2 日にしで赤賛するも数日の後IC育費す。牛・乳は讃回せすう 1-2週

間後漸次透明化 L，寅色を帯びアルカリ刊:となる。ステルン氏グリセリンプイヨン培養にて 1~-2 日

の後深赤藍色を呈す。粘液堤形成能は認むるとと能は十。ラフイノーゼ寒天上娘集落形成なloピ

ックー氏ラムノーゼモルタはな速に!場'f'Joとなり)1-ーチエ氏ラムノーゼモルケ又急速に黄色を呈

すo柏、酸臨より亜硝酸曜を形成せや，趨温は 37'Cにして通常嫌気性なり。本菌K依る含水茨素の

分解を検するに，共の分解するものと然らざるものとは共去の如し。

第 26 表

分解ぜちる L 合水茨素 I 3t ff~ ぜちれさる合口議

グルョ--le ヲグトーセ、

V プ日ーせ サツカローセJ、

..... JV ト- -It" アド:-: 'y ト

メ甲ピオ--It" 7 7ィノーセ、
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分解ぜちろ L 含水炭素 l 分解ぜられざろ含川素
.，.. :vユツト

キ γ ロ F ぜ(陽性或11:遅れて陽性〉

トv>'、ローせ

.，.. :vノーぜ

ヵーラグト-t. 

)) }レピット

アラピノーで

(1，2の菌株I:tJ良性他l工、
グルチ~ト f ~.r:;'~~;;;;;:~r~~';~'-， K陽性或11:遅れて陽性/
グ V セ

ラ A ノ

1) :v 

せ (1，2の菌株11陰性他l:t)
陽性.iiX:I:t遅れて陽性

イノ γ~ ト

テ・""スト V :v 

(1，2の菌株11陰性他11:)
陽性或11:遅れて陽性

サリシミ/ . 
イヌリ V

エ甲ト甲 1タト

グ Fョーゲ y

溶解性澱粉

本菌は他のパラチフス菌と同様，耐熱'1'1:0抗元と易熱性H抗元とを有す。 H抗元は Andrewes

の意味に於ける特異相，非特異相の2相あり oKauffmann-Whiteの抗足分析夫に依れば，耐熱性抗

元IV.V.特異相易熱性抗Yむし非特異相易熱性抗元は 1，2， 3なり。

第三節 エゾヤチネズミの Loeffler氏鼠チフス菌に封する

感受性

Loeffler氏鼠チフス菌に封ずるヱゾヤチネズミの感受nを検せんが矯め，号たの賓験を行へり。
命参考の矯めナンキンネズミ，エゾヒメネズミ，ハツカネズミ，ヱゾアカネズミ， ドブネズミ， ミ

カドネズミ等の鼠に付きても之れを行へり。

( 1 )賓験材料

1. 採 集 融雪後被害地より捕鼠箔にて野鼠を捕獲し，之れを:前記(繁殖の項〉同様

の飼育箱にて飼育す。

2. 飼 料 燕萎，玉萄黍，小宴，蕎萎陣l子，入毒事，馬鈴薯，牧草，果質を投興す。

3. 貫験に供する迄の飼育期間 捕接せる野鼠は姫版，荻病或は捕獲時に於ける衰弱等の矯

め，直に貫験に供するは不誌営なるを以て，約1ヶ月間之れを飼育し，大隈健康と認めたるものに付

き賓験せり。

4. 供試菌株 西ケ[京農司王試験場より分譲せられたる Loeffler氏鼠チフス菌。

(II) 賢験方法位に貫験成績

A. 腹腔内注射感染試験 該菌をナンキンネズミ (MusWagneri var. albula Kishida)鼠瞳

重

:;<1 
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通過を行ひ，之れより分離せるものを 37"C，pH 7. 3， 24時貯悪天培養3ftを粧しもの1.S型を使用

せり O 此の培養を生理.的食臨水f字詰宇液となし， O.3cc *一定菌量を合有する如く稀特しその O.3cc

を試験鼠の腹腔内に詑射せり。而して感染致死せる鼠は之れを解剖し，共の心血及び問臓より 1白

金耳を寒天局地上に培養し，得たる菌を凝集反鹿及び、葡萄糖立す:tz:筑積分解作J1Jt乙依り注射前の該菌

と同一なりや否やを検せり o

f古I本質験に供せしヱゾヤチネズミは障重 28--35g間の成欺なり。

E 

第 27 表其の1 腹腔内注射試験 エYヤチネズミ

死 後 商 検 lU 
鼠番務 菌 量 生 死

血|陣臓l肝臓心、
四宮 区

1 0.2 死 (2) + + + 

2 0.2 1/ ( 1 ) + + 十

3 0.2 '1 十 + + 

4 0.2 グ (2) + + + 

5 0.2 グ (2) 十 + + 

6 0.2 汐 十 十 + 

7 0.2 " (3) 十 + + 

8 0.2 グ (3) 十 + 十

9 0.2 " (2 ) 十 + + 

10 0，2 1/ (3) + + + 

第 27 去其の2 腹腔内注射試験 エグヤチネズミ

鼠番貌! 首ぎ プト f|-ι竺ー
0.02 死 (3)

グ (3)

グ (4)

グ (3)

グ (4)

グ(5) 

" (5) 

グ (4)

グ (4)

グ (4)

2 0.02 

3 即

位

即

位

打

、

円

u

n

u

n

u

4 

5 

6 

7 o.【12

8 o.但

o.但9 

10 0.02 

+ + + 

+ + + 

+ 十 + 

十 + + 

十 + + 

十 + 十

+ + + 

+ 十 + 

+ + + 

+ + + 



( 50 ) 

第 27 表其の3 腹腔内注射試験 エYヤチネズミ

鼠番披 菌 量 生 死

11lg' ur 
心 血i牌臓|肝臓 l

1 0.002 死 (4 ) + + + 

2 O α)2 グ (6) + + + 

3 0.002 グ (5) + + + 

4 O.∞2 グ (8) + + + 

5 O.α)2 グ (6) + + + 

6 0.002 " (5) + + ー十

7 0.002 。 (6) + + + 

8 0.0白 グ (5) + + + 

9 O α)2 
" (4 ) + 十 + 

10 0.002 " (8) + + 十

~ç 27 去其の4 腹腔内注射試験 エゾヤチネズミ

死後菌検出
鼠番競 l 商 量|生 l 

1 1 1El，E、血|脚臓|肝臓

l O限|死 (11) + + 

O.∞02 グ (9) + + + 

O ∞02 生 i

4 0.0002 死 (10) + + + 

5 0.(氾02 " (7) + + + 

6 0.0002 " (14) + + + 

7 0.0002 " (12) + + 斗ー

8 0.0002 主主

9 0.0002 予E (13) + + + 

10 0.0∞2 " (13) + + + 

上去にて明かなる如(，本菌の 0.2mgを腹腔内に注射すれば急:激に死を来す。即ち 1--3日に

て艶死するを見たり。弐に 0.02mgにては前者・よりも和時間を要し大陣3-5日にて舞死し，叉

0.002mgを月jふれば4-8日にて鑓死せしむるととを得。 0.0002mgを用ふるに至れば，舞死せざる

もの約30%を見る。従って本菌のエゾヤチネズミに封する腹腔内注射K依る感染最小致死量は

0.002mg-O.0002mgにるりと云ふを得べし。

高

当
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B.経口感染試験 前記の如くして培養したる菌~秤量し，夫を強制的に野鼠に暁下せしめ

たる後，之れを直径20cm，高さ 35cmの硝子製凶器搭中に食餌誌に寝藁と共に 1匹宛入れ，共の後

の経過を観察せり。向本質験に供せしヱゾヤチネズミは酷立i:28--35g聞の成獣なり。

'
A

闘

の
『

並
べ
-

2

・

:

1

 

8

一

滅

。--
5

圃

番

気

司

自

鼠

車主 口 Zえ 革命 エグヤチネズミ

商 量 生
死 検出

臓 l肝臓死

lng 匹
jC、

10 生

2 10 !J 

3 10 

10 

!J 

4 グ

5 

6 

10 グ

10 グ

7 10 !J 

8 10 グ

9 10 !J 

10 10 グ

第 28 夫:Jt:の 2 主主 口 試験 エゾヤチネズミ

E 量|生 1Flfム竺よ」臓
1 ~ 2 

3 15 グ

4 15 グ

5 

6 

15 グ

15 !J 

7 15 グ

8 

9 

15 " 
15 グ

10 15 グ
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第 28 表其の8 経口試験 エゾヤチネズミ

菌 量 生 死
心血|牌臓|肝臓wg 同

1 20 生

2 20 IJ 

3 20 死 + + + 

4 20 生

5 20 IJ 

6 20 IJ 

7 20 グ

8 20 死 + + + 

9 20 生

10 20 死 + 十 十

上表の如く，経口的に感染せしむる矯め，先づ本菌のlOmgを月jひたるに何れも艶死するに至

らや。依って 15:ngを刑ひたるも亦舞死するに至らぎりきO 然して 20mgを用ひたれば初めて33忽

の艶死~見たり O 是に向て観れば，経口的にヱゾヤチネズミを感染致死せしむるには相営量の菌を

必要とし，臨重30g内外の小動物に封し 20mgの大量産iを鴨下せしむるが如きは，感染死と云はん

より13;・ろ該菌による中毒死と見らる L賄あり。斯るが故IC.1院令注射により感染致死すと維も，経

口的に斯く大量の菌を要すとするは， 34・の感受性の弱きを推定し得らるべく，従って該菌をか.て北

海道産エゾヤチネズミの駆除を行はんとするは殆ど不可能と云ふを得ベし。

病理解剖率的鍵化

以上 Loeffler氏鼠チフス菌により難死せるヱゾヤチネズミの病理解剖に於て，共の;肢も特有な

る病理撃的経化を列挙せば共の如しo

1. Jt{!臓は著しく肥大し赤褐色の色調を増し，硬度も柏々加はり.s*貰町内には多量の出血を
認め，一般に停染牌の像を呈す。

2. 肝臓に於ても共の質賃のj凶濁睡眠， I脂肪沈着を起し，或は肝臓内血液瀦i官甚だしく，共の

表面は肉眼的IC黒赤色を呈するものあり。

3. 腎臓に於ける費化は一般に著明ならす=と雄も，多くの場合共の貰質に於けるj図濁睡眠を主

とし，時々出血黙を認むるととあり。

4. 腸i出摸1体巴線は一般に充血]重眠し，粘液膜の血管は蹟張す。細抱浸i問ありて孤在性櫨胞増

費

到
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殖し，共の中央は壊症に陥り，破壊物門の存在を見るととあり。向炎症部位を中心として多数の白

血球の誘出を見るO バイエル氏*I'(f士著しく淋巴球にth-み赤血球の浸i問ありて赤費し，共の容積甚だ

しく増大す。

以上の病襲は共の程度に差あり，甚だしく急:性なると，慢性に経過して費化の著しからざると

あり， lìrli，肝，酔等の表面.或は質賃内に友白黄色を呈せる粟:f2~大乃至米粒大のノj、結節を多数認むる

ととあり。此の部位は主に白血球の誘出によりて起れる結節なりと思料せらる osili臓に於げるノj、気

量 管伎の充満，気管支壁，気胞壁の政壌による壊症，肝臓に於ける質賃内出血と此の白血球の誘出は

五ひに現はれ，此の部位の細胞は線、べて壊庖に陥り，細胞核鰻の痕跡を認むるに至る。

1古i本Uiに感染致死せるヱゾヤチネズミのRI¥!，肝，腎， lirli，心血，腸内容，謄嚢，骨髄，跨抗等

杢身至る所より本菌を分離し得べしο即ちヱゾヤチネズミの Loeffler氏鼠チフス菌にて感染致死せ

られたるは，日月かに敗血症に依りたるものなり。

以上 Loeffler氏鼠チフス菌に釘するエゾヤチネズミの感受性を述べたるが，向参考として他。

諸鼠に就きて試みたる賓験結果を以下に述べん。

附 Loeffler氏鼠チフス菌に封する諸鼠の感受性試験

試験鼠はナンキンネズミ，ヱゾヒメネズミ，ハツカネズミ，ヱゾアカネズミ， ドプネズミ， ミ

カドネズミの六種を選定せり O

貰験は腹腔内注射感染式験並に経口感染試験にして，寅験方法はエゾヤチネズミの場合と全く

同様なり。

1. ナンキンネズミ

試験鼠は市場より購入し，約 1ヶ月之れを飼育，共の健!京・にして鰻重13-15g聞のものを選出

賞後に供せり。飼料はエゾヤチネズミに同じ。共D寅験成績は別表号えの如し。

第 29 去其の 1 腹腔内注射試験 ナ y キ y ネズ三

鼠番号虎 菌 量 生 死

mg !町

0.00∞02 死 (8) + + + 

2 0.080002 IJ (11 ) + 十 十

3 0.00α)02 IJ (8) + + + 

4 0.0∞002 IJ (10) + + + 

5 0.080002 IJ (10) + + + 

6 0.080α)2 グ (8) + + + 
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菌液番鼠 量 生

n，g 

0.00∞02 

死(9) 

グ (9)

ゲ(9) 

グ (11)

+ + + 

8 

0.0∞002 
O.。αXJ02 + + + 

7 

9 

10 

O.∞αJ02 + 十 + 買

+ + + 

第 29 表其の2 腹腔内注射試験 ナ;y"':vネズミ

ー

番線 i-J戸 川71稗菌ι¥
2 O.OCO∞但 グ (11) + 十 + 

3 O.∞oα氾2 グ (13) + + + 

4 0，0∞JOQ2 生

5 O.αXJ0002 死 (12) + + + 

6 O.∞ぬお2 生

7 0.0α:x;吋お2 苑 (12) 十 + + 

8 O.OCα)()Iコ2 " (11) + + + 

9 'J.OooOO02 " (9) 十 + + 

10 O.OCOOOO2 " (13) + + + 

第 29 表其の3 経 口 試 験 ナ y ヨ('yネズミ

商 量 生 死
血(僻臓l肝臓

lllg l厄

1 0.02 死 (10) + + + 
2 0.02 " (13) + + + 

3 0.02 " (8) + + + 

4 0.02 11 (12) + + + 

5 002 " (12) + + 十

6 0，02 1， (10) + + 十

7 0.02 p (9) + + + 
8 0.02 " (9) + + + 
9 0.02 " (11) + + + 
10 0.02 1， (14) + + + 
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第 29 表其の4 経 口 試 験 ナ ;Y ~Yネズミ

鼠番器量 商 量 生ー 死
JC' 血|牌臓|肝臓

nlg vc 

o.α)2 生

置
2 O.C02 1/ 

3 o.∞2 死 (12) + + + 

4 o.α)2 1/ (13) + + + 
除 5 O.C02 IJ (15) + + + 

6 0.(氾2 1/ (16) + + + 

7 o.∞2 IJ (15) 十 + + 

8 0.(氾2 全戸

9 0.002 死 (14) + + + 

10 O.C02 グ (13) + 十 + 

2. ヱゾヒメネズミ

エゾヤチネズミの場合と同傑なる飼料にて 1ヶ月飼育，共の健康にして関車 15g内外の成獣を

用ふ。寛験成績は別去の主nし。

第 30 表其の1 腹腔内注射試験 エYtメネズミ

死後菌検出
鼠番披商 量生死

mg 
Jl> 牌脇肝臓

o.αJC但死 (5) + + + 

2 0.0∞02 グ(1) + + + 

3 0.0∞02 グ (5) + + + 

4 0.00戊J2グ (5)十+ + 

5 O.∞∞2 グ (5) + + . I + 

6 O.∞002 グ (6) +十+

7 0.0∞02 グ(7) 十→+

8 O.∞002 グ (6) + + + 

9 0.')OOJ2 グ (6) + + + 

10 O.cα氾2 グ(7) + + + 
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エYbメホコ可ミ

鼠番号電

E照

1 死後商検出

mlab 血(隣臓(肝臓

試射

死

性.内

生

路腹

量

其の2

商

表30 第

mg 

生0.000αJ2 

+ + + (15) 死0.0α)()02 2 .: 

→-+ + (14) " 0.0∞∞2 3 

生0.08∞但4 

調+ + + (1見)死0.0αぉ025 

+ + + (12) " o.cαXlO2 6 

+ + + (12) グo.α:;0002 7 

+ + 十)
 
-1
 
(
 

グo.∞::;002 8 

生o.ooc∞2 9 

+ + + (10) 死0.0∞::;02 10 

エゾ b メネズミ

l 死後菌検出

鼠番披 I 商 n，g 量 I 生 • !厄死 (1一心、一一一血一「I牌一 一-臓~一肝一一一一臓

o‘02 死 (14) + + + 

2 0.02 "(15) + + + 

3 0.02 グ 00 + + + 

4 O.位 1，1 (9) + + + 

5 O.位 グ (11) + + + 

6 0.02 グ (9) + + + 

7 0.02 グ (9) 十十十

8 0.02 グ 00 + + + 

9 0.02 グ (10) + + + 

10 0.02 グ (10) 十+ + 

臨I試口ま被
糸工其の3表30 第

:r.~‘ b メネズミ験試事屯表30 第 口

2 

山
間

生

" 

量

0.002 

0.0:コ2

其の4

商鼠番貌
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死後爾検出…j mg貴|生 匹死 I-~c'---;-I五 点Tι一五一
3 "U.OO2 死 (11 ) + + + 

4 0.002 !I (14) 十 ート 十

5 0.00'2 " (11) + + + 

6 0.0但 11 (15) + + + 

7 0.002 生

8 0.(氾2 11 

9 0.002 死 (15) + + + 

10 0.002 11 (13) + + + 

3. ハツカネズミ

前記同様の飼料にて1ヶ月飼育，健康にして惜重 13g内外なる成概を用ふ。賓験成績別表弐の

如し。

第 31 去其の1 腹腔内注射試験 戸~カネズミ

鼠番披 商 量 !f三 死 |死後菌検 al
必血!牌臓|肝臓

Jllg 匹

1 O.∞002 死 (6 ) + + + 
2 0.0∞コ2 グ (5 ) + Fト + 

3 0.0αXJ2 グ (5) + 十 十

4 0.0∞02 グ ( 6) + -+ + 

5 O.CαXJ2 グ (7) + + + 
6 0.0J002 グ (6) + 十 + 
7 O.∞002 グ (6) + + + 
8 0.0∞02 グ (6 ) + 十 + 

9 O.∞002 グ (7) + + + 

10 O.CCC但 11 (7 ) + + + 

第 31 表其の2 腹腔内注射試験 三竺杢主主三

死後爾検出
鼠番毅|商 量|生 | 

| 阻|心血|僻脇|肝臓

2 

O.OCO∞2 
O.CむCα)2

死 (10)

生

+ + + 



…|商 f ト死 h~71:j1五~ff瓦
+ + 
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つυ O.∞OC02 .!t 

4 0.0なJClCX-之 死 (11)

グ (14)5 0.0似胆

6 O.cα)()(コ2

0.0∞∞2 
0.0∞α)2 
0.OOCOO2 

0.00X02 

生

死 (8)

生

死 (14)

グ (9)

7 

8 

9 

10 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

第 31 去其の3 経 口 試 験 三竺主杢Jえ三一

プ|生 四死1ffι~t~-
但 lt:l:l:i:

商披番鼠

2 

，、
δ 0.02 グ (12)

4 0.02 グ (11)

5 

6 

0.02 グ (11) 

グ (14)

グ (9)

グ (8)

グ (9)・

グ (13)

7 

0.02 

0.02 

8 0.02 

9 0.02 

0.02 10 

+ 

+ 

+ 

十

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

十

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

第 31 去其の 4 経口試験

+ 

ヌ、 >;>jJネズミ

2 

o.∞'2 
0.002 

0.002 

死 (14)

グ (14)

グ (13)

グ (15)

生

3 

4 m

m
峨 IJ 

5 

6 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

十



死後菌検出
日続|菌 n 量 l生 m;*' I心血 i牌臓|下一臓

7 O.C02 死 (16) + + + 

8 O.α)2 生

9 0.C02 死 (1η + + + 

10 0.0但 グ (13) + + 十 t

4. エゾアカネズミ

前記同様の飼料にて 1ヶ月飼育し，健康， ~豊重: 40g内外の成獣を用ふ。貰験成績別表共のお!し。

第 32 去其の 1 腹腔内注射試験 ヱゾアカネヅミ

死 後 菌 検 出
菌 量 生 死

臓|肝心、 蹴
mg 匹

1 1.0 yE (4) + + + 

2 1.0 1/ (7) + + + 

3 1ρ 1/ (7) + + + 

4 1.0 1/ (5) + + + 

5 1.0 ダ (3 ) + + + 

6 1.0 1/ (7) + + + 

7 1.0 " (6) + + 十

8 1.0 " (6) 十 + + 

9 1.0 " (5) + + + 

10 1.0 " (5) + + + 

第 32 表其の2 腹腔内出射試験 ヱy'アカネズミ

番披|商 rug. I生 匹死(死一一
0.5 死 (7)

" (6) 

+ 十 + 

2 

3 

4 

5

に

U

5

n

u

n
凶

α

+ + + 

7 

5

5

5

5

 

n

u

n

u

n

u

n

u

 

グ (12)

グ (10)

生

死 (8)

グ (9)

グ (8)

+ + + 

+ + + 

5 

6 + + 十

+ 4・ + 

8 + + + 



死後菌検出

阿波|菌 吋量|生 fliE、 瓦「時一昨!ι一一日
9 0.5 

0.5 

生

死 (8) + 10 

第 32 表其の 3 経 口 試験 :r:Y'アカネズミ

務番鼠 菌 量 生 死
死後菌検出

心血(牌臓(肝臓mg 匹

15. 生

2 15. 
" 

3 15. IJ 

4 15. " 
5 

6 

R

U

R

U

R

U

 

-

-

-

" 
IJ 

7 " 
8 

9 

15. " 
15. グ

10 15. " 

第 32 去其の4 経 口 試験 ヱYアカネズミ

鼠番競| 菌 量 生 死
血|碑臓|肝臓

tng' 匹

1 20. 生

2 20. グ

3 広). " 
4 20. " 
5 20. " 
6 20. " 
7 20 " 
8 20. グ

9 20. グ

10 20. " 
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5. ドプネズミ

前記同様1ヶ月飼育，共の健康にして瞳重 200-250gの成獣を朋ふ。貫験成績別去の如し。

第 33 表其の1 腹腔内注射試験 1主主主L

ー

死後菌検出
鼠番貌商 量生死

心血牌臓 l肝臓m直匹

2. 死 (6) 十+ + 

2 2. グ (9) + + + 

3 2. グ (5) 十 + + 

4 2. グ (5) + + + 

5 2. グ(7) + + + 

E 

第 33 表其の2 腹腔内注射試験 ドプネズミ

菌 量 生 死
心血|牌繊|肝臓

JIC Illg 

1 1. 生

死 (11) + + + 2 1. 

(14) + + + 3 1. 。
4 1. 生

5 1. " 

第 33 表其の3 経 口 試験 ドプネズミ

鼠番披 菌. 量 生
死し豆一後菌色lfI I 

|心、血|牌臓1肝臓I
mg 

1 

2 

15. 主主

15. グ

3 15. " 
ヰ 15. 

15. 

グ

5 " 
第 33 去其の4 経口試験 ドプネズミ

鼠番君主 商 量 生

lI1g 

20. 



一
臓
一

山
山
一
一

一
肝
一

検
一
1
i
1一

↑
臓
一

菌

一

一
十一牌一

後
一

U一
死
一
、
一

死

一

生

一

量

一

一

菌

一

一

毅

一

一

番

一

町
一
鼠
一
2 却

羽

田

四

生

3 グ

4 " 明

5 " 

6. ミカドネズミ

前記同様の食餌にて1ヶ月飼育，共の健康なる艦m.:22-30gの成獣を使用す。貰験成績別表の

如し。

第 34 表其の1 腹腔内注射試験 ミカドネズミ

一日三江三:ιyf古
;|:2lぅ:;;i:l:l:
3 0.002 グ (4) 十 + + 

4 OJXコ2 ，? (8) + + + 

5 0.002 " (6) + 十 + 

第 34 表 主主の 2 腹腔内注射試験 ミカドネズミ

出
鼠番号虎 商 量 生 死

血[陣臓 1肝mg 匹

1 0.0∞2 死 (8) 十 + 十

2 O，OC但 生

3 0.0002 死 (11) + + + 

4 0，0α)2 グ (14) + + + 

5 O αぉ2 " (12) + + + 

第 34 表其の 3 経 口 試 量殺 ミカドネズミ

死 後 菌 検 出
鼠番披 1 蔚 量 生 死

血 1陣 械|肝
匹

臓
mg 

15. 生

2 15. " 



( 63 ) 

経 口 言え 験 ミカドネズミ

鼠番号君 欝 量 生 死
心血|脚臓|肝臓

区

3 15. 生

4 15. グ

5 15. I! 

第 34 表其の4 産主 口 試 験 ミカドネズミ

鼠番鋭 商 量 生 死
心血 1牌臓!肝臓

mg 匹

1 20. 死 (10) 十 十 十

2 20. I! (12) 十 + 十

3 20. I! (白) + + 十

4 20. 生

5 20. 死 (10) + + + 

病理解音1]撃的費化

上記各鼠の舞死せるものは，その病理解剖事的費化~くエゾヤチネズミの夫れと同様にしてP

何れも殴血症J伏頴著なり O

三えに腹腔内注射誌に経口試験に依るfI;i量の感染最小致死量を掲げれば別表の如し。

鼠の獲類

ナ y ~. ;yネズミ

エゾ b メネズミ

戸少カネズミ、

.:r.y アカネズミ

ドアネズミ

ミカドネズミ

第 35 去

最小致

胞牒内法射試験
rng 

O.Cα羽田-0.OOOOC02

O.αXlO2 ~ O.OCCOO2 

0応∞(2--0.COOC02

1.0-0.5 

2.0-.-1.0 

0.OO2-0.OCC2 

死 量

車事 日 試 験
wg 

0.02-0.002 

0.02-0.Cαき

0.02-1.).∞2 

15.~20. 不死

15.-20. 不死

15.-20. 

以上の寅験より各鼠の最小致死量(別表)を見るに， LoeffIer氏以チフス菌i乙封する感受性は，

ナンキンネズミ，エゾヒメネズミ，ハツカネズミに於て相蛍担きも，ェゾアカネズミ， ドプネズミ

にありではエゾヤチネズミより一居弱し。即ちヱゾヤチネズミ註にミカドネズミの本菌に封する感

受性は，ナンキンネズミ，エゾヒメネズミ，ハツカネズミとエゾアカネズミ， ドプネズミの中聞に
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位すと云ふを得ペし。

従って細菌の利用による鼠族の駆除にありては，先づ其の鼠族の該菌に封する感受性を試験し，

以て其の採用如何を決定するを最も肝要なる事と思料す。

第四筒 培養基の腐欧に就て

培養基の減菌法としては従来コツホ釜を用ふる問駄滅菌法に依れり。貫験室にありては注意せ

られたる操作によりても完全なる被菌は困難にして，賓験培養するに営りては大量生売の矯め菱沼

瓶を用ふるが故に，殺菌不充分となり往々にして驚くべき腐敗を生十るととあり。時には完令に減

菌せられたりと想はる k培養茶に於ても80%内外の鴎敗を見るととあり O

之れが原因tζ就きて研究する忙，上記湾攻菌はJ馬鈴薯菌(Baci1lusmesentericus Trevisan)にし

て，土壌， 7k，空気，肉エキス，ぺプトン等に存在し，抵抗力5強F民iき芽胞を千有iせるものなり。本菌は

b諜展

釜盆.による間駄減菌法にては長期間に亙る操作によらざればj減成菌を行ふとと能はざるが如し。

馬鈴薯菌は培養中迅速に繋植増加して養分を奪取し，且つ其の代謝物を生産するを以て，培養

せんとする菌の紫航を著しく妨害し，共の効果を減少せしむるものなり。

第三編 エソヤチネズミの薬剤的瞳除法

異に述べたる如!く，野鼠の被害は買に莫大なるものありしを以て，之れに3討する駆除、法は種々

考案せられたり O鼠族殊に野鼠にありでは共の繁殖をJIiI:限する僚件として，疾病，天敵等が考慮せら

る，故に野鼠の被害をして少からしめんが潟には先づ天敵の保護が強調せられたり。北海道に於て

も現今野鼠の繁荊著しきは主として天敵の減少に基因する事寅顕著なるが故に，其の被害をして減

少せしめんが昂には，天敵の保護に依るを可とす。而してイタチは天敵として最も推奨せらる L所

のものなれども，共の毛皮の優秀なるに依り年々多数捕獲せられ，共の数 60，000--80，000頭，憤絡

300，000闘に建す。故に之れが捕獲禁止を行ふことは北海道として国難なる献態にあり。且っとの

増航には長き年月を要する矯め，直ちに野鼠被害地にとれを適用するとと不可能なり。猶森林に於

ける野鼠の被害を減少せしむるには森林の取扱，樹積の種改，或は遺林技術の進歩せ;にfi.cり共の被

害を砂からしむるは理想、とする庭なるも未だ共の域に謹せざるを遺憾とす。

次にお11菌¥撃的駆除法は前編に述べたる如く，エゾヤチネズミに封しては感受性強からす=。従っ

て之れを利用するも効果無きのみならす"前越のおiく家畜主立に人類に劃して答j生上iむからざる右害

なる結果を粛す。故に現在に於ては野鼠の直接臨除法として更に薬剤利用の研究を必要とす。
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従来薬剤的駆除法は入者に危険なると粧情的理由とに依り，之れが採用は動もすれば跨賭ぜら

るL鹿なるも，能く其の駆除ぜんとする恥族の脅性を調査し，共の薬剤jの使用上に改良を加ふるに

於ては其の効果顕著なるものなり O

以下ヱゾヤチネズミの薬剤に依る合理的駆除法に就て述べんとす。

第一章 髄除に必要なる習性

第一節 移動["1:に関する貫験

鼠族の移動性あるととは一般に知られたる庭にして，嚢に述べたる如く或年の被害が必歩しも

共の次年度に於て大なる被害を惹起せしめるとは限らや，寧ろ減少する例も屡々見受くるととあり。

鼠族の移動の原因は未だ明かならざるも，春期或は夏期に被害地の野鼠を駆除すと難も，再び他月rr

より移動し来たり駆除せざると同結果を招くととあり O ーたに野五lの移動性K就て著者の行へる賓験

的視察を述ぺんとす。

質験方法

野鼠の棲息地帯内に蕎萎間子を坪 11~ilの割にて 1 反歩Iζ撒布し，共の園子が鼠により曳き去ら

るq同教を記入し置き，次に殺鼠剤入国子(耐酸ストリキエ{ネ〉或は共の他の毒薬を撒きて，共

の曳かる L百分率を求む。市して普通園子の殆ど曳かれざるに至るは，之れ畢克するに鼠の減少を

示すものと云ふペく，直ちに曳き去られ皆無の欺態に至らざるは，周園開放せられ他より以の入り

来たるを以てなり。然るに斯る時と雛も 1ヶ月を経過せる後普通園子を撒布せるに，再び大量の

園子の曳かる Lを見たり。之れ即ち一時毒薬の撒布せられたる伺所に於て，野鼠の教を減じたりと

難も時円の絞るに従ひて，再び他より移動し来れるを示すものなり。一般に共の移動し来りて野副

棲息数の奮に復する時間は，駆除面積の大小に疋比例し，周囲の野鼠棲息、敢の多小i乙反比例す。

告たに積雪期聞に於ても移動するものなりや否ゃに就て寅験せり。約1反歩の土地を亜鉛紋にて

国み，野五lの間入を不可能ならしめ，此の亜鉛板国中の鼠を捕以器或は殺鼠剤を以て悉く捕獲或は

発死せしめ皆無の扶態K置き，之れに野j誌の最も晴好ずるカラマツを亜鉛板園の内外に杭哉せり。

而して根雲後(12月)此の亜鉛放を全部取除き翌年融雪を待って調査したるに，亜鉛仮宮内のカラ

マツは何等被害なかりしに，国外のものは殆ど全滅するを見たり。之れ即ち冬期間は自己の某に止

りて食餌を探し求むる箆に，多少積三宮下を活動するとは云へ，非常に遠きに至り或は自己の巣を他

I乙移すが如き事なきを誼明するものにして，之れに依り多期間の移動は行はれざるものと考ふるを

得ぺし。
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第二節棲息数

1反歩を亜鉛根にて国ひ，蕎萎圏子を坪lf日!の割合に撒布し，共の曳童女王手を求めたり。その内

曳数率20%内外， 50%内外， 80%内外の3ケ所に就き野鼠の棲息数を調査せり。之等3ヶflJiK棲息

する野鼠を全部捕獲せるに20%内外の曳敢E容の所にありては 2匹， 50%内外の所 7~， 80%内外の

所13匹を得たり。

今カラマツの遁林地を融雲直後，被害率10%未満， 10-30%未満， 30%以上の 3ケ所を各々

1反歩宛亜鉛紋にて闇ひ，共の各個所・に棲息する野島lを捕獲せるに，被害率10%未満の個所より 3

~， 10-30%未満の所 5~， 30%以上の所10匹を得たり。之れを 1町歩に換算すれば30匹， 50匹，

100匹の割合となる。

以上の賓験よりすれば，国子の曳敢率如何に依り，大酷棲息数の多寡を珠知し得。即ち20%の

曳数塁手ある個所・は大関10童文匹， 50%内外の個所70匹内外， 80%以上の桐所100匹以上の棲.臣、数ある

ものと推定して可なるべし。

第三節 棲息数と被害率

一般に被害の大小は野鼠の棲息数の多少に依るものなるを以て，秋期に蕎茶園子を撒布し，共

の曳数率の多少に依り多期間に於ける被害の多少を推知し得。従って駆除に営りでは殺鼠剤使用量

の加減を要す。

上越第二節のきJ;:貨はカラマツ幼齢林を貫験材料としたる場合にして，飴りに共の樹齢を異にす

る場合にありでは元より的確を欠くととあるべしと離も共の大勢を察知し得べしと信歩。

第二章 薬剤的駆除法の研究

第一節 エゾヤチネズミの各殺鼠聞に封する致死量

現今殺鼠剤として多〈月1ひらる L所のものは，日l素剤，茨酸パリウム，硝酸ストリキニーネ，

黄燐，硫酸タリウム，海葱等にして，著者は硝酸スト 1) キューネ，亜脱酸，猫イラズ，~酸パ P ウ

ム，コロリン，鼠敵，安杢i成鼠 Zelio，昇求，青酸力n里の10種に就て共の致死量をヱゾヤチネズミ

に貫験せり。

而して，試験鼠の採集，飼料，賢験に供する迄の期間等は， Loeffler氏鼠チフス菌に封ずる感

受性貫験の場合に同じ。向毒柴施輿は強制的1照下によりて之れをなぜり。
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第 36 表 各殺鼠聞のェゾヤチネズミに封する致死量試験

符競 g 死 l鶏剤丹空l喜量!包 e重|生 死

0.01 a1 36 
死(叩 ?3i C4l ぉ|生

硝 0.01 b1 44 IJ IJ 

0.1 a1 32 死 (2時間〉
酸 0.01 ct 33 IJ IJ 炭

0.1 ¥'1 29 IJ IJ 
0.001 a2 37 グ (20分間〉

ス
酸 0.1 c1 36 グ グ

0.001 b2 自 p IJ 
ト 0.03 a2 35 IJ IJ 
0.(刃1 C2 29 IJ IJ 

F守

0.03 bz 33 IJ IJ 。αXJ5 3.~ 35 IJ (30分間〉

ヨー
0.03 C2 32 " " O.∞05 1>3 37 グ " 

ーー fJ 0.005 a3 40 グ " O.α:;05 C3 37 生
0.005 b3 38 生

0.0∞1 34 31 " ム

0.005 C:J 35 グ

ネ O.∞01 l予4 25 " 
0.C001 c4 28 " 0.1 a1 48 死 (3時間〕

三重

0.1 b1 26 グ グ

0.1 a1 27 死 (24時間〕
E 0.1 C1 33 " " 0.1 30 グ " ロ 0.05 a2 35 グ (12時間〉
0.1 C1 29 " " 0.05 1.>2 36 グ グ

0.05 a2 ま) " " 
' 
0.05 C2 33 " F 革比 0.05 bz 26 グ グ

0.01 a3 32 生
0.05 C;! 却 グ グ

シ|
0.01 29 IJ 

0.G1 33 35 生
0.01 C:l 36 IJ 

0.01 1>3 33 " 融
0.01 C3 28 グ 0.1 a1 32 死 (24時間)

0.1 b1 35 IJ '/ 
0.1 a1 36 死 (7時間〕 鼠

0.1 C1 29 グ IJ 

f街 0.1 1>1 30 " IJ 0.05 a;! 30 グ F 
0.1 ct 28 " IJ 0.05 I】2 33 グ グ

0.01 a2 36 IJ IJ 

0.05 C2 30 " グイ 0.01 b2 35 IJ " 0.01 3.1 29 IJ IJ 
0.01 C2 30 IJ 

" 0.01 I培 26 グ グ

0.005 a品 39 グ " 
ラ 0.01 C3 31 IJ " 0.005 b3 37 

" " 
0.005 ま〕

0.(氾5 a4 34 生
C3 グ IJ 

0.(氾1 a4 羽 グ IJ 
敵
O.∞5 b4 29 

" :t: 
0.001 b4 31 IJ IJ O.∞5 C4 31 IJ 
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薬剤|毒薬問量|喜義[慢 g重|生 死一IJ¥毒薬時|署長[鐙 gH1¥生 死

0.5 al 30 死 (24時間〕 0.Q1 31 24 死 (24時間〉

安
昇

0.5 b1 26 グ !/ 0.01 bl 33 !/ !/ 

0.01 c1 32 !/ !/ 
05 C1 29 !/ !/ 

O.∞2 a2 30 !/ !/ 

会 0.05 a2 35 !/ !/ 

O α)2 b2 29 !/ !/ 

0.05 29 !/ p 
O.α)2 C2 29 !/ !/ 

滅 0.05 C2 30 !/ !/ 0.0∞5 a3 36 IJ !J 

0.01 a3 31 生 0.0∞5 b3 34 生
示

0.01 bs 26 IJ 0.0∞5 C3 30 死 (24時間〕
息

0.01 C3 27 F 0.u1 31 33 |死 (24時間〕

0.01 b. 33 IJ グ

1ヶ a1 30 死 (72時間〕
~ 0.01 Cl 32 J) !/ 

1 1'1 29 生 酸 0.005 3~ 40 グ (4e時間〕

ニ三 1 Cl 33 死(随時間〕 0.005 b2 36 J) グ

0.005 cz 30 !/ !/ 
2 a2 26 グ (24時間〕

O ∞1 33 25 !/ !/ 

2 30 グ (48時間〕
0.0コ1 113 22 生

オ
2 C2 35 !/ !J O.CXコ1 C3 33 !/ 

第 37 表 エゾヤチネズミ 1匹の最小致死量

殺鼠舜IJ 種別 l最小致?量|殺鼠剤l種別
硝酸ストリキ=戸ネ 0.001 敵 0.01 

箆 事比 酷 0.05 安 会 滅 鼠 0.05 

5苗 イ ラ 3λ 4・ 0.C05 乞elio 1-2 * 
炭酸パ1) :>. - A 0.03 昇 求 0.002 

士重 ロ ヨ〆 0.05 背 E量 1m 里 0.005 

持軍位戸粒重責

1M，エゾヤチネズミ 100匹に就ての致死量最少偵格を表記せば失の主fIし。
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第 38 表 エゾヤチネズミ 100匹の致死量{買格

殺鼠要事l種別
事費建前に於げる債格

量g 債銀

100lZCの致死量

に笥する使格
銭

' 
事比 酸

5 

5C0 

35 

450 

35 0.7 補殴スト v~ユ F ネ

亜

猫イ

110 1.1 

ラズ 回 0.71 

炭酸パ'}ーム 70 マ

'

口

百

円

J
L

A
“.

a

u

q

ι

 

n

v

A
『

4
a

三~ ロ 診〆 450 3広〕

鼠 敵 4回

安全滅鼠 1CO 

回

叩

日

山

R
M
 

2.0 

Zelio 600* 0.25-0.5 

昇 永

青酸加里

450 

450 

60 0.27 

90 0.1 

発単位粒鍛

第二節晴好の程度

前記各殺鼠剤に於ける野鼠晴好の程度を次の如く貫験せり。

A. 飼育箱内に於ける賓験

採集，飼料，誼I乙寛験t乙供する迄の飼育期間は前節に同じ。

方法前記各殺鼠剤を蕎努粉に混じ， 71<にて繰り園子を作る。共の大さは 1升より約1000倒

を作るものとす。(大約 1佃 1g)。それを制料として約10個を投興す。向此の際殺鼠剤の混入せざる

同大の蕎若手国子を作り， I持者と同教同時に興へたり。(普通園子は印を附して殺鼠剤園子と区別せ

り〉。

との雨種園子の被食童文を百分率にて示せば失の如L-o

第四去 飼育箱内に於ける寅験

殺 鼠 殉l l普通p子(殺鼠明子:1 殺 鼠 殉l l普通p子(糊明子
49 30 敵( 35 10 

盟批酸 ヨコ 10 
会 減 鼠 50 10 

猟-ィヲズ

炭酸バリウム 40 12 昇
60 6 

ヨロl} ，..- 40 4 育機加盟 40 20 

B. 野外に於ける寅験
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方法前記同様にして作りたる殺鼠剤入り国子を野鼠の棲息せる林地に於て，約1反歩を選

定し 1坪に各種の国子を配置せり。

其の曳敢を百分率にて示せば芸大の如し。(本貰験は5月より 6月に貰験す)。

第 40 表 野外に於ける賓験

直 革比 匹量 129 

r品 名|曳山p]μ 事一

般

一

一
筒
箇
一

一

ι
一
山

一

e
t

一

i

i

一
れ
一

一
曳
一

名

一

ネ
キス

品

糊

?五

4 

猫イヲメ 180

炭酸パ甲ウム 144

60 永 21 7 

48 62 20 

ヨロ~ ;y I 75 25 246 83 

第 41 表 殺鼠剤硝酸ストリキューネを「日ひたる例

撒布同数|種 日 I-t~ 九一I~弓引川備
874 99 前日散布翌日調査

697 77 IJ 

第二悶
普通園子

補酸λト'キニーネ

900 

9∞ 
530 

461 

59 IJ 

51 " 

普通関子 900 273 30 " 第三岡|
硝酸スト'キニーネ 9∞ 149 17 " 
普通国子 9叩 85 9 |グ

繍酸ストl}~ニーネ 氏氾 32 4 

2 
第五回

浦西空スト明寺=ーネ ぼ)() 9 |ゲ

第三節 騒除の時期

北海道にありては融零後より降零前即ち4-5月より10-11月に至る迄は，殆ど林木に被害な

きを以て，此の間に於ける野五tの駆除は全く無意味なり。仮令此の期間中に被害地の野鼠を全滅せ

りとするも直ちに他より移動し来たり，再び奮に復するは貫験誌に事賓の詮明ずる所なるを以て，

此の間K駆除せんとするは最も打!i劣なる臨除法にして，経費と勢力の徒浪に過きざるべし。即ち野

鼠の駆除に過したる時期は積雪前l乙行ふを最良の方法と云ふべく，此の朋|聞に徹底的に駆除し置か



( 71 ) 

ば，砧雪期間中には野鼠の移動し来たらざるを以て，林木は鼠の喰害より菟かる Lととを得ぺし。

之れ北海道の他府牒との事情異なる所以にして，野鼠駆除上最も重要なる事項なり。故に北海道に

於て野良を駆除せんとせば必歩此の期聞を選定すべきものとすO 然して積雪直前の決定は勿論気象

の統計的材料に依榛するものなるも，年により多少の遅蓮あるを以て，積雪迄に 2-3同の殺鼠剤

撒布'i::必要とす。

第四節撒布量

被害地の被害程度に依り之れを弐の 3段階に分つ。徴(10鉱未満J，中 (10-30%未満)，激

(30%以上〉とす。 1町歩の撒布量は被害程度に依りて異!J，徴害地は隙酸ストリキニーネ殺鼠剤

10001.阿を，中害地は200011間，激害地は3000個を 3同に分ちて撒布す。

第五節撒布方法

従来は野鼠孔道の出入口を見出じ之れに投入するを脅通とせるも，斯くては北海道の如き雑草

の繁茂甚だしき所にありでは巣の出入口を護見するとと容易ならや。放に野忠は前記習性に於て述

べたるが如く， n波より林地に於て盛に食を求むるを以て，必十しも出入口に投入するか如き必要

を認めや，高遍なく撒布すれば可なり O

野氏の棲息数 1町歩50匹以上に上る所にありでは前日撒布せる殺鼠剤入り蕎姿園子は翌日悉く

曳き去られ，残存せるもの殆ど無しコ故K撒布の方法は特に技術を丹jふる必要なきものとす。

第六節 殺鼠剤の製造方法

材料蕎~粉，硝酸ストリキユ{ネ若くは茨酸バリウム

A. 硝酸ストリキニーネを主剤とする殺鼠担割lの製法

7寄萎粉1升，硝酸ストリキニーネ 3---5gの底方に従び之れを調製す。捕酸ストリキューネは水

に難溶性なるを以て，水3合5勺(蕎萎粉1升を国子となし得る量〉中に 3-5g含まる L害1)合にて，

之れを熱湯中にi容液となし，硝酸ストリキエ{ネの強き苦味を去る目的にて，サッカリンの少量を

投入すO 此の慨を継粉閉口して駒田め，園子11問中附ストリキーネ品ugの含有量

を有する如 <，即ち蕎翼手粉11-1-より3000(同の圏子を調製す。

B. 茨酸パリウムを主朔!とする殺鼠剤の製法

前者と同掠蕎萎粉を月jふ。即ち帯姿粉1升にt-iし:炭酸パリウム 0.5kgの底方にて雨者を混手nし，

水にて良くわp.り1!'11むO 但此際茨酸バリウムは頗る鄭ì~f'I~主たるを以て，粉末の俸とし，可及的均等に

混合するとと肝要なり O 即ち蕎萎粉 5 合，長酸バリウム250gを混合し，叉別に他の~Iミ量を同様混合

し，夫・々 よく捜枠混手nしたる後，雨者を合し尚良く撹砕す。即ち大量を一時に混合するに於ては均

等を得るとと困難たるを以て，成る可く少量宛混合を繰り返し，所要量を得るものとす。斯くして
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練り同めたるものを殺鼠剤製造機にて， q向の大さtJ、指犬とし，蕎要粉の 1升より3000-5000佃位

得る如く刻む。即園子1偶の茨隈バリウム含有量は O.lgとなる。而して茨酸パリウムは無味無臭な

るにより何等調味料を要せす=。

注意

1. 舶、酸ストリキェーネ，茨酸バリウムの各々を主剤!とせる蕎萎圏子は現場にて之れを調製す

るものなるも，運搬，撒布，共の他の都合上之れを餓板 1-.にて煎るか，太陽光線にて乾燥するを良

しとす。

2. 殺鼠郵j製浩機なき場合は麺類庖丁の使用も可たり。

3. 硝酸ストリキューネは猛毒にして之れを使用すれば，人高に極めて有害なるも， J二記の如く

1 
して之れを調製する場合には，閏子11問中僅かに一一 -(1の小量なるを以て，人誌に家蓄に封し何1500 ... 

等有害作用主起さや。北海道聴に於て本膏Ilt数年使用せるも，人畜に危険を及ぼしたるを聞かす=。

4. 又水源池附近に於ける硝酸ストリキ=ーネ殺鼠剤jの撒布を危険組する向あるも，之れは全

〈杷愛にiI監きや。之れ附近に野鼠の棲息する時は 1夜にして其の大字を曳き去るによると，般り

に雨水に依り河川に流入するとと有りとも，之れが難溶性と共の含有量微量なるとに依りて何等害

を及ぼすに至らざるものとす。

5.柑N愛ストリキューネは普通襲用するのみにして，殺鼠剤としての調製は官臨以外には之れを

許さざるも，安酸バリウムは一定の手績により之れを購入するを得る故広一般に使用するととを得。

第三章 野鼠の胃中に存在するストリキエーネの検出に就τ

本試験は野鼠駆除の日的にて約んの~W酸ストリキーネを含司市蕎要園子問へ，難死
せる野j誌の胃中よりストリキューネを検出し，以て共の効力を確認せんとするにあり O

ストリキユ{ネの営住反障としては，共のj農硫酸溶液が重クロ{ム酸加里に依って，濃青色jう

至青紫色を殻現する ].Ottoの反磨、あり。該反憶は O.OOlmgまでよく共の存在を検出し得ると文献

に記載する鹿なれども，不純物の存在は反躍を不明踏に導き，又硝f唆盤に於ては反~陰性なり o 野

鼠に興へたる品、捜ストリキニーネを本反謄:に依って検出せんとしたれども不可能なりき。

沃化蒼鉛ー沃化加里液を使用する Dragendorffの反感及沃化水銀ー沃化加盟液を使用するMey-

erの反躍は，何れもストリキニ{ネに封しては極めて鋭敏にし-c，前者は 0.002mg，後者は O訓)6mg

にてよく沈澱を生十。然れEも此の雨試剛は同時に叉蛋ドI沈i殿たるが故に，胃腸内容物の試験等に

嘗りでは充分蛋白質を除去したるに非ざれば，ストリキューネの確定反鹿と主主す能はざるは勿論

なり。
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今， 弐の操作に依って野鼠胃中より検開を調製し， ストリキェーネを興へたるものと然らざる

ものとに就て比較したるに， Dragendorffの反庄はよく疋僻なる結果を興ふるととを知れり。

検惜庭理法

野鼠の胃を共の内容物と共に少量の稀硝酸を加へ， 学L鉢にて掠りi員:し， 更に稀硝酸を加へて櫨

官f
過す。少量の稀硝酸を以て敦司i)t糠し，洗液を分i夜漏ξ1.に採り， クロロホルムを加へたる後苛性曹

建を加lへてアルカリ千1:となし，充分振謹し，二屠に分離するを侠ち，下居のクロロホルムを分取す。

ー

原液は更に 1同クロロホルムと振りてクロロホルム液を集め，重湯煎上にてクロロホルムを蒸護し

去り，残査を共の憧或は7K叉は稀耐酸に溶解して試験に供す。

試験の結果は別表の如し。

Dragendorff試掬jの製法

80gのさ欠航酸蒼鉛を北'fi:1.18の純.fii'J隈 ci農的被比重1.38のもの 400ccを1=v:に稀特せるものヲ

20Ðccにi~解し， 之れを 272gの沃化加盟を可及的1);量の7Kに溶解せるものl.r[tlC徐々に住加す。液

が黄赤色澄明となり，号えいで舶隈JJn里結晶の充分析出するに及んで傾j詰して上澄液を他のビーカー

に移し之れを7Kにて1立に稀轄す。

Meyer試聞の製法

13.54gの昇宋HgCl2 と 49.8gの沃化加I里を 1立の7kに溶解す。

第 42 表

U2S04+1玉虫Cr07 Dragenoor仔 Meyer 

E + + 

E 十

IV + + 

V + + 

i l I l l 
n: 1 

要 結

本論文は北海道に於けるェゾヤチネズミ (Clethrionomysrufocanus bedfordiae)の森林被害欣況

を過去7ヶ年に亘り統計的に観察せる結果を掲げて，法林上の一大障害なる事買を花摘し， Loeffler 

氏鼠チフス菌I乙依りではエゾヤチネズミを駆除し得ざる理由を明かにし 併せて北海道に趨切なる
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薬剤j的臨除法を述ペたるものにして，各章に論じたる要旨を摘録すれば弐の如し。

1.被害時期はえ鴨積雪期聞にして，殆ど晩春，夏期，初F火にあるとと少し。然れさも野氏の

繁植旺盛なるか或は気候不順にして食物茜しく扶乏する時は 9H乃ヨミ10月に既に共の喰害の

開始せらる kととあり。

2. ェゾヤチネズミは主として林木に被害を興ふるものなれEも佐々にして農作物をも喰害す 戸

るととあり O

3‘野鼠がさ喜朗に於て林木を喰害するは，活動の範園通し〈制限せられ自由に食物を符られざ 月

るに因るO

4. 最も喰容を受くる樹種はカラマツ，濁逸タウヒ，ヤチダモ等にして，エゾマツ， トドマツ

等は概して喰害さる L ととよか ~o

5. 野鼠の棲息数向ーなるに於ては， カラマツとトドマツの被害に格段の相、違あるを以て，現

今の如く野鼠の棲息甚だしき時にありては， トドマツ， エゾマツの植栽を可とす。

6. 被害は幼齢よりJt上齢のものに及べども，最も被f弄苦手多く枯死を来たすは植栽直後のものに

多し。然れども統計的に之れを観れば植栽後3-4年が被害者季最も大たり。之れ椛栽営時棲

息し居りたる野鼠が，時日を経るに従ひ増殖し，杭栽後3--4年に於て甚しく喰守するが故

なり O 此の時期を経過すれば樹木は成長し，野鼠は天敵の襲来共の他の原因に依り其の棲息

教を減少す。

7. 林木の被害の大小は野鼠棲息数の多少にIE比例し，貯戴食物の多寡に逆比例す0

8. 野五lのt曾殖原因は主として天敵の減少に依るO

9. 北海道に棲息し林木を喰害するはヱゾヤチネズミ， ミカドネズミ，エゾアカネズミ，エゾ

ヒメネズミの4種類なるも，最も多く山野に棲息し林木を喰守するはヱゾヤチネズミなり。

10. エゾヤチネズミは北海道の到る所に棲息し，共の繁殖旺盛なり。

11. ヱゾヤチネズミは Loeffler氏鼠チフス菌に封L共の抵抗性強きを以て，本野鼠を該菌にて

駆除するは不可能なり。向本菌を大量に培養せんとする場合屡々馬鈴薯菌，枯草菌主宰の混入

して容易に純粋培養をなし符難し。

12. Loeffler氏鼠チフス菌は人畜に無害なりと稀せられたるも研究の結果本菌は?f::(サルモネ

ラ菌属プレスラウ菌に一致するものなること判明し， 之れを野j誌の駆除に使用するは家事及

び人類の衛生上有害なるものとせらる Lに五れり。

13. 現在の細菌性駆除聞は何れも入者に有害作用を呈するものにして，之れが使用には Loeffler

氏鼠チフス菌同様考慮を要すべきものとす。
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14. ヱゾヤチネズミは積雪期間中共の活動を制限せられ，駆除地内に入り来るとと困難なるを

以て，駆除は積雲直前を可とす。

15. 一定の時期に於ける蕎要因子の曳主主宰の多少は野鼠の棲息、の多少を決定することを得。

16. 殺鼠剤はヨたの如き性質を必要とす。

(イ) j試族以外の家畜，家禽に封し無害なるか或は毒力少きとと。

(ロ) 憤格低莱にして鼠挨の晴好するものなるとと。

(ハ〉 調製簡易にして使用軽便なるとと。

(~) 時日を経過するも共の効果減ぜざるとと。

17. 著者の考案に係る硝酸ストリキューネを主剤とする殺鼠剤は，前記諸膝件に該営ずるもの

なるも，硝酸ストリキニーネは一般に使用不可能なるを以て，之れに代ふるに茨酸バリウム

を以てするも可なり。
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Ueber die Empfanglichkeit von Clethrionomys rufocanus bedfordiae 

Lo但er'schenMausetyphusbazillen gegenuber， nebst einem Beitrag 

zur Mausevertilgung mit Arzneimitteln 

Von 

Tamotsu Aizawa 

Zusammenfassung. 

Zweck dieser Abhandlung ist， statistische Resultate uber dcn grossen Schaden zu geben， den 

Feldmause in den Waldern von Hokkaido in den letzten 7 J ahren angerichtet haben， und z u-

gleich damit mochte der Verfasser klar stellen， dass die Bek五mpfungvon Feldm託usen(Clethriono・

mys rufocanus bedfordiae) durch Loffler'sche Mausetyphusbazillen， die bis jetzt als empfehlungs-

wertes VertiIgungsmittel angesehen wurden， in Hokkaido nicht angebracht ist. 

Dagegen hat er mit einer gegen fruher verbesserten Arzneimittelmethode gute Erfolge er-

zielt. 

Kurz zusammengefasst handelt es sich dabei um folgende Punkte: 

1) Beschadigung von Forstb五umenkommt vorwiegend im schneereichen羽Tinterstadiumvor， 

im Fruhling， Sommer und Herbst aber nicht; im Herbst ist sie nur entweder bei starker Ver-

mehrung der Feldmause oder bei N ahrungsmangel infolge unregelmassigen ¥司1etterszu beobachten. 

2) Clethrionomys rufocanus bedfordiae pfle邑tvorwiegend an Forstl:aumen seinen schiidigen-

den Einfluss auszuuben， aber zuweilen verdirbt er auch landwirtschaftliche Produkte. 

3) Dieser sch五digendeEinfluss beruht im Winter hauptsachlich auf dem Mangel an Nah-

rung und Bewegung. 

4) Unter den vorwiegend beschadigten Baumarten sind zu nennen : Larche， Fichte und Esche， 

dagegen werden Sachalintanne und Ezofichte weniger stark beschadigt. 

5) Da der Besch五digungsgradzwischen Larche und Sachalintanne einen grossen Unterschied 

aufweist， so ist es heute besser， in Hokkaido Sachalintannen und Ezofichten aufzuforsten・

6) Die Beschadigung kommt sowohl bei jungen als auch bei alten Baumen vor， aber die ver-

dorrende Schadigung tritt direkt nach der Pflanzung der Baume besonders haufig auf. Nach sta-

tistischen Untersuchungen ist aber der Schaden bei Baumen von 3-4 J ahren nach der Auffor-
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stung besonders gross， da die Feldmause in diesem Stadium je nach dem Wachstum der B五ume

immer mehr an Zahl zunehmen， aber spater die Maus目立hlmit dem "¥司1achstumder Baume einer-

seits und der Vermehrung ihrer Feinde andererseits mehr und mehr ab， nimmt. 

7) Der Schaden an Forstbaumen geht parallel mit der Zahl der Feldm託useund steht in um-

gekehrter Proportion zur vorhandenen Nahrungsmenge der l¥1ause im Winter. 

8) Die Ursache der Vermehrung der Mause kann vorwiegend auf die Verminderung ihrer 

Feinde zuruckgefuhrt werden. 

9) Die Feldmause， die in erster Linie die Forstb五umein Hokkaido schadigen， sind Clethri・

onomys rufocanus bedfordiae (Ezojachinezumi)， Clethrionomys amurensis mikado (Mikadonezumi)， 

Apodemus speciosus ainu (Ezoakanezumi) und Apodemus geisha Hokkaidi (Ezohimenezumi). Un-

ter ihnen kommt Clethrionomys rufocanus bedfordiae am h証ufigstenvor， und die durch sie verur-

sachte Besch託digungist also am starksten. 

10) Die anderen Feldmause kommen uberall in Hokkaido vor; ihr巴 Fortpflanzungsfahigkeit

ist sehr lebhaft. 

11) Da die letztgenannten Feldmause gegen L品ffler'sMausetyphusbazillen sehr widerstands-

fahig sind， so kann man sie damit nicht leicht bekampfen. Es ist ausserdem sehr schwierig， die 

genannten Bazillen in 乱fassenkulturzu zuchten， zumal dabei oft Kartoffelb且zillen(Bacillus me-

senttricus Trevisan) auftreten. 

12) Obwohl man fruher die L品ff1er'schenM五usetyphusbazillenfur Menschen und Haustiere 

als unschadlich angesehen hat， fuhrt man sie nach heutigen Kenntnissen auf die Breslau'schen 

Bazillen der Salmonellagruppe zuruck. Es ist also fur Menschen und Haustiere hygienisch sehr 

gefahrlich， diese Bazil'en zur Mausebek五mpfunganzuwenden. 

13) Die Anwendung anderer Bakterien fur die Mausebekampfung darf ebenfalls wegen ihrer 

Gefahrlichkeit fur Menschen und Haustiere nicht angewandt werden. 

14) Es ist also am besten， wenn man zur Bekampfung der Feldmaus巴 eiuegeeignete Vertil-

gungsmethode direkt vor dem Eintreten des Schneefalls ausutt， da Clethrionomys rufocanus bed-

fordiae im Schneestadium nicht hervorzukommen pflegt. 

1f>) Um die Wirksamkeit der Mausebekampfung zu untersuchen， hat der Verf. Buchweizen-

klosse hergestellt und an der Verminderung der Kl品sseim Felde die Zahl der Ivlause gemessen. 

16) Hinsichtlich der Mausebekampfungsmittel mussen folgende Bedingungen berucksichtigt wer-



den: 

( 85 ) 

i. Die Mittel solIen fur Menschen， Haustiere und Hausvogel nicht giftig oder nur wenig 

giftig sein. 

ii. Sie sollen billig und fur den Geschmack der Feldmause verlockend. sein 

iii. Sie sollen einfach herstellbar und leicht anwendbar sein. 

iv. Sie sollen im Laufe der Zeit keine Wirkungsver五nderungaufweisen. 

li) Nach der Meinung des Verf. sind die salpetersauren strychninhaltigen Bekampfungsmittel 

dafur am zweckmassigsten. Da salpetersaures Strychnin jedoch im aIlgemeinen nicht anwendbar ist， 

verwendet man als Ersatz fur Strychnin am besten bariumkarbonathaltige Klosse. 



第 五 圃 版

被 害 木

第 1闘 エゾマツ (植栽後3年目〉

第 2圃 エゾマツ (植栽後6年目〕

第 3 岡 カラマツ (板栽後3年目〕

第 4蹄i カラマツ (植栽後13年目〕

第 5岡 カラマツ a (続栽後1年目〉

同 上 b ( F 3年目〉

同 上 c ( ル' 5年目)

同 J-. d ( F 8年目〕



句、

第五回 版



第六 圃 版

被 害 木

第 1圃 調遁タウヒ (植栽後9年目) (左1.wJ) 

カラマツ (植栽後5年目〉

同 上〈 F 13年目〉

同 上(同 上〉

第 21司 播種床に於けるトドマツの喰害せられたるもの



私、

;ミ決

第六底l版

2 



第七圃版

Loeffler氏鼠チフス菌

第 1.岡 長糸般に護育せる菌，

24時間寒天培養，フクシン染色 ×舶O

第 2同鞭毛，

24時間寒天培養，鍍銀法 ×加。

A. 健康なるエゾヤチネズミの諸臓器

く略賞物大〉

B. Loeffler氏鼠チフス菌に感染せるエ

ゾヤチネス、ミの諸臓器そ略貨物大〉
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第八圃版

第 1闘 殺鼠剤製遁機

第 2闘 乾燥せる殺鼠園子(餅〉

第 3閥、 殺鼠剤により舞死せるエゾヤチネズミ



宅. 

〉

第八 H品l 版



第一圏版

第 1圃 エゾヤチネズミ

Clethrionomys rufocanus bedfordiae (τ1tomas) 

第 2園 、エゾアカネズミ

Apodemus speciosus ainu (Thomas) • 

第 3圃 エゾヒメネズミ (時貨物*)

Apodemus geisha hokkaidi (Thomas) 

第.4'闘 ミカドネズミ

‘Clethrionomys amurensis mikado (Thomas) 



第一回l版
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.. 

官争



第二嵐底

エゾヤチネズミの頭骨

.‘. 
第 1闘 上印歯列 (x5) 

第 2圃 下臼歯列 (x5) -
第 3闘 頭蓋(背面〉下顎〈腹商)(x 2) 

第 4圃 頭蓋(臨両〕下顎〈背両)(X 2) 

第 5闘 頭蓋(側面〕下顎〈側面)(X 2) 



第二回版
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守



第三圃版

第 1岡 ヱゾヤチネズミの地表の巣

第 2岡 向上虜朽せる伐根下の巣

第 3f詞 エゾヤチネズミの積零下に於ける通路

第 4同 同上落葉下に貯離せる.禽物
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第四国版

第 1岡 ェゾヤチネズミの歯型(左〉

ェゾノウサギの歯型〈右〉

第 2闘 トドマツ〈植栽後3年目〉

第 31，司 トドマツ(続栽後8年目〉



第四面l版
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